
護法 フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ ク 小史試訳
カ オ ダ イ 教聖典 の 考察 (1) 一一

序

カ オ ダ、 イ 教 (Ð亭o Cao Ðài) は， グ ェ ト ナ ム の
フ ゥ ・ ク ォ y グ (Phú QuÕc) 島 に お い て ， 1920 
年交�Jl:支那政庁下級官吏であ っ た ゴ ォ ・ ヴ ア ン
チ ィ ウ (1) (Ngô帽vãn-Chiêu， 呉文昭) (1878-l932) 
が啓示を得て始め ら れ， 1926年 に レ ジ ョ ン ・ ド
・ ヌ ー ノレ勲章を授領 し た レ ェ ・ ヴ ァ ン ・ チ ュ ン

(Lê vãn Trung， 禁文忠) (1875-1934) を初代教主
と し て正式 に教団 と し て 発足 し た新興 宗 教(2)で
あ る 。 同 教 の 教義は儒 ・ 仏 ・ 道 ・ キ リ ス ト 教 ・
民 間信仰を混浴 し た も の であ り ， 主神 は至上な
る カ オ ダ イ であ る 。 同 教 の 総本 山 は タ イ ・ ニ ン
(Tây Ninh) 郊外 に位置 し 第二代教主 フ ァ ム ・
コ ン ・ タ ッ ク (P匂m-Công-Tãc， 沼公則) (1893-
1958) の 時に教団 は拡大す る 。 1930 年 代末か ら
1940年代末にか け て それ以前か ら の 反仏 ・ 親 日
色を鮮 明 に し ， ヴ ェ ト ナ ム 独立後 はパ オ ・ ダ イ
(Båo Ð平i ， 保大〕 帝 (1926-45) の 政府を支持 し
た 。 1956 年 に は ゴ ・ デ ィ ン ・ ズ ィ エ ム (Ngô
Ðình Di�m， 呉廷淡) (1901-63) に よ っ て， 1945年
に創設 さ れた カ オ ダ イ 軍が解体 さ れ， 政治色を
弱 め た 。 同教徒の 総数 は150万人 と も 200 万人(3)
と も 言われた (1970年代初め〉 が， 解放後 は約 50
万人ω と さ れ て い る 。

カ オ ダ イ 教 の 主 な研究 は， 同教 の 政治的性格
か ら か， ヴ ェ ト ナ ム におけ る 民族解放闘争 と の
関係 でな さ れ る 場合が多 い 。 ウ ェ ノレ ナ ー ・ ジ ェ
ー ン ・ ス ヮ ー ザ ン の 社会政治史を 中心 と し た 精
織な 研 究(めや， ヴ ィ ク タ ー ・ L ・ オ リ ヴ ァ ー の
宗教社会学史を 中 心 と し た 考 察何) さ ら に は R .
B . ス ミ ス の 簡 潔 な 小 論(7)が近年の 代表的研究

官同 茂津

と 言 っ て 良 い であ ろ う 。 ま た， 日 本 にお い て も
大岩誠の 概説l吋:あ る 。 し か 1:." それ以前の フ
ラ ン ス 人 の 手 に な る 研究を含め て， ま と も に教
義を， それ も 聖典を研究対象 と し た も の は グ ェ
ト ナ ム で の わずかの 研究(9)を 除 い て な か っ た 。
カ オ ダ イ 教 自 体が創設後 し ば し ば分裂を重ね て
い たωた め に， 教 義の 統ーがで き に く か っ た背
景 は理解 さ れ る も の の， 同教を理解す る 上で，
同 教 の聖典(11)の 内容を知 っ て お く こ と は 必 須か
と 思われ る 。 よ っ て， 本小稿 に於い て は， カ オ
ダ イ 教 の聖典に焦点を 当 て て， 考察を加え る も
の と す る 。 ただ， カ オ ダ イ 教 の 聖典 と は， 次の
如 き 内容を含ん でお り ， それぞれの 小冊子を ま
と め た も の を も っ て， 聖典 と し て い る 。 筆者 は
1971年 と 1973年に， 同教総本 山 タ イ ニ ン省の ト
ア ・ タ イ ン ・ タ イ ・ ニ ン (Tòa Thánh Tây Ninh) 
を 訪ね， 各 々 の聖典を入手 し て い る 。 ま ず1973
年 に入手 し た聖典 に よ る と
[1973年入手の聖典の 内容]

1. IF護 法 フ ァ ム ・ コ ン ・ タ y ク 小史 (Tiêu・
s台 。üc HQ・Pháp PH�M-CÔNG-TÁC)�， pp. 
36 

2. IF新律 (TÂN-LU!T)�， pp. 17， 1966 再
版

3. IF法正伝注解 (PHÁP-CHÁNH TRUYÉN 
CHÚ GIÁIU pp. 75 

4. IF聖言協選 (THÁNH-NGÔN HI:t:;P-TUY・
ÈN)�， 第一巻pp. 139， 1969 再版

5. IF聖言協選』 第二巻 (含詩文 ・ 詩文教道〉
pp. 144， 1970 三版

6. IF李教宗恒) の 八道議定 (BÁT Ð�O-NGHJ­
ÐJNH cùa Ðüc Lý-Gíao・Tông)� ， pp. 10 
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7. �道律 (Ð<;lO・Lu糾j]， pp. 40， 1969 再版
8. グ ェ ン ・ チ ュ ン ・ ハ ウ (Nguyên-Trung 

-Hij.u) 編 『論道問答 (Luij.n Ð号o Vàn 踊p)j]，
pp. 24， 1972 再版

9. グ ェ ン ・ ヴ ァ ン ・ キ ン (Nguyên-vãn-kinh)
『会理闇真論 (H(>i-Lý Xi�n-Chon Luij.n)j]， 
pp. 68， 1969 再版

10. フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ ク 『大道修法 (Phu'ぴng­
Tu Ðai-旬。)j]， 第一巻， pp. 32， 1969 再版

11. フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ ク 『大道修法j]， 第
二巻， pp. 32， 1969 再版

12. グ ェ ン ・ ヴ ァ ン ・ キ ン 『講道要言 (Giång­
。平o Yèu-Ngôn)j]， pp. 32， 1970 再版

13. レ ・ ヴ ァ ン ・ チ ュ ン (Lê・vãn-Trung) 編
『行道方針 (Phu'O'ng・Cl由n Hành-Ð亭o)j]， pp. 
20， 1970 再版

と な っ て い る 。 そ れ に比 し ， 1971年 に入手 し た
聖典では， 次の よ う な 内 容 と な っ て い る 。
[1971年入手 の 聖典の 内 容]

1 . �護法 フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ グ 小史』
2. �新律』
3.  �法正伝注解』
4. �李教宗の 八道議定』
5. �道律』
6. �幸道 (H号nh・0ぜかng) j] 男 女理事委員 会職

務訓練用 資料 (Tài Li�u HuàrトLuy�n ChÚ'c­
Vi�c Ban Tri sず Nam Níi') pp. 36 1970 版

7. �聖言協選』 第一巻
8. �聖言協選』 第二巻 (含詩文 ・ 詩文教道)
9. フ イ ン ・ ヴ ァ ン ・ デ ン (Huynh-vãn-Ðèn)

編 『文詩協選 (Vãn-Thi Hi�p-Tuy色吋 j] 第
二巻 pp. 95 1969 版

10. フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ グ 『大道修法』 第一
巻

11. フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ グ 『大道修法』 第二
巻

12. グ ェ ン ・ ヴ ァ ン ・ キ ン 『会理闇真論』
13. レ ・ ヴ ァ ン ・ チ ュ ン編 『行道方針』
14. グ ェ ン ・ ヴ ァ ン ・ キ ン 『講道要言』

以上の よ う に1971年入手 の 聖典 と 1973年入手

の聖典に は， そ の 内 容 に お い て 異同 があ る 。 す
な わ ち ， 1971年入手 の 聖典 に は 『孝道j]， �文詩
協選』 第二巻の二冊が入 っ て い る が， 1973年入
手 の 聖典 に はそれがな く ， かわ り にか， グ ェ ン
・ チ ュ シ ・ ハ ウ 『論 道 問 答』 が入 っ て い る 。

1971年 ・ 1973年の 両入手聖典に共通す る の は12
冊 であ る 。 こ の 異同 は， 1970年代初頭 に お い て
教義の大綱は確定 し た も の の ， や は り 一部に未
定 の 評価があ り ， 教義研究 の 進展に伴 い改め ら
れた も の と 推察 さ れ よ う 。

さ て， 本 小稿 の 主 眼 と す る の は， も っ ぱ ら
1971年 ・ 1973年入手の 両聖典 に共通す る 中 の 一
つ であ る 『護法 フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ ク 小史』 の
翻訳 ・ 紹介 にあ る 。 カ オ ダ イ 教聖典の研究 に 当
っ て， ま ず カ オ ダ イ 教徒達が ど の よ う に考 え て
いたかを知 る に は， そ の 教典の 内容が史実 と 違
っ て い た にせ よ ， 聖典そ の も の の 内容を知 る こ
と が肝要か と 思われ る 。 それ ゆ え ， 本 小 稿 で
は， フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ ク と し 、 う 第二代 目 の 教
主 の 史伝 よ り も む し ろ ， カ オ ダ イ 教徒達の フ ァ
ム ・ コ ン ・ タ y グ 像を理解す る こ と に留意 し た
事を 前 も っ て お こ と わ り し て お き た い 。

護法 フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ ク 小史
目 次 始めに

1 . 少年時代
( 1 ) 天に関す る 一夜
( 2 )  早い時期か ら の革命精神の茄生え

II .  壮年期
1[ .  ，[雪道時代

( 1 )  カ オ 夕、 イ 教の創立
(2 ) 天封護法 (Thiên-Phong H(>・Pháp)

R人 伝道過程での諸障碍
v. 功業

( 1 )  聖廟建立事業
(2 ) 聖会 (H(>i-Thánh) と 人 生 会 (H(>i

Nhãn-sanh) の組織事業
i 九重台 (Cuu・Trùng Ðài) 
ii . 協天台 (Hi�p-Thiên占主i)
1 1 1 . 福 菩 機 関 (Cぴ-Quan Phu'合c・

Thi�n) 
( 3 ) 教えの四方各処への発展
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(4 ) カ オ ダイ 軍 (Quân Ð(li Cao Ðài) 組織
VI. 各信徒の， ま た ヴ ェ ト ナ ム 人民の謄仰の

Jじ、
1司 教えの道について の護法フ ァ ム ・ コ ン タ

ッ ク の小史
( 1 )  護法の流亡の歩み

始 め に

カ オ ダ イ 教 は現在あ る すべ て の 教 え を融合 し
た教え であ る 。

名 誉教宗李太 白 (Lý Th品i B号ch) は1927年 1
月 13 日 夜半 に カ オ ダ イ 教 に つ い て ， 次 の 如 く 講
じ た 筆 を 降 し た 。

「現在， 人類は ま さ に重大 な 危機の 時代を迎
え て い る 。 か つ て の 秩序 と 大平 は す で に な
し 倫理は地に堕 ち ， 人心 は堕落 し て し 、 る 。
疑 り 深 き 者 に対 し て は， 上 帝 (Thu'σng-Ð島)
の 聖 旨 も 虚 し い 。 彼 ら は知 ら な い の だ， 全宇
宙 と 人類の 命運 の 全 て を主宰す る 至尊の 人物
が あ の カ オ ダ、 イ の 上におわ し ま すを 。

そ の 昔， 各民族は， 互 い に遠 く に移動す る
手段を 欠 い て い た の で， お 互 い に知 り あ う ま
で に は至 ら な か っ た。 � 尊 (Ð白c Chí Tõn) 
は， 互 い に違 っ た時期， 違 っ た地方 に， 大道
(Ð亭i・B平0) の 五枝を 創 り た も う た :

1. 人道(同 (Nhân-Ð亭0) [孔子 (Khðng・T的 ]
2. 神道 (Thán-Ð<).o) [妻 太 公 (Khu'O'ng-

Thái-Cõng) J 
3. 聖道 (Thánh-Ð亭o)J イ エ ス (Giê Su)J 
4. 仙道 (Tiên-向。) [老子 (Láo T的]
5. 仏道 (Ph$t-Ð<).o) [釈迦牟尼 (Thích-Ca・

Mâu-Ni) J 
それぞれの 枝は， 発源地に特有な風俗を基

礎 と し て 創設 さ れた。
今 日 ， 五大洲の 聞の 交通 は便利 と な っ た人

類は相互 に一層知 り あ う よ う に な り ， 真正 な
太平の世を切実に希求 し て い る 。 し か る に，
各教派 の 現状の た め に， 人 々 は互 に和合 L て
生活す る こ と が で き な い でい る 。 そ れ ゆ え ，
至尊 (Ð仇 Chí-Ton) は， 五枝の すべ て を一つ
に合わせ て ， 唯一の カ オ ダ イ の 大道 (Ð亭i Ð亭0

Cao・Ðài) に帰せ し む こ と を決定 さ れた の であ
る 。」
カ オ ダ イ 教 (Ð皐o Cào Ðài) は， あ ら ゆ る 信仰

と 協調す る こ と を 目 的 と す る ばか り でな く ， あ
り と あ ら ゆ る 精神 の 進展の程度 の す べ て に適合

す る こ と を も 目 的 と し て い る 。
I .  倫理の方面につ い て ， カ オ ダ イ 教 は，

人 々 が 自 分 自 身 に対 し， 家庭 に対 し， 社会 に対
し ， 人類に対 し て 責任を負 っ て い る こ と を教え
諭 し て い る 。

1I .  哲理の方面につ い て ， カ オ ダ イ 教 は，
心神 の 安寧を探求する ため に， 人 々 が者修や名
声や利得を蔑視 し ， 物質的 な悪か ら 脱離す る こ
と を奨励 し て い る 。

ill . 祭iifEの方面につ い て ， カ オ ダ イ 教 は，
至尊や人類 に共通の 父 な る 人 (Ðll.ng Cha chung 
cua loài ngぜかり や 祖 先 に 共 通 の 神 霊 (Ðll.ng
Thán-Linh cùng Tð・tiên) を 奉記す る よ う 奨励 し
て い る 。 し か し ， 塩を祭品 と し て 奉上 し た り 冥
器を焚す こ と は禁 じ て い る 。

N. 神学の方面につ い て ， カ オ ダ イ 教 は 霊
魂 (linh-hón) を認め て い る 他の それぞれの教え
と 考え を 同 じ に し て い る 。 す な わ ち ， 霊魂は身
体が死ん で し ま っ た後 も 存在 し ， 輪廻(luan-hói)
の 法則 に従 っ て断え る こ と な く 投胎が く り かえ
さ れ， 進展す る と 考え ら れ て い る 。

v .  布教の方面につ い て， カ オ ダイ 教 は，
各信徒が， 精神 の発展過程 に従 っ て， 真の幸福
を さ ら に享受す る こ と が で き る ため に， ま さ に
神秘的 な教え を諭す話を彼 ら 信徒 に 伝 え て い
る 。

カ オ ダ イ 教は， 至尊の 教え であ り ， 真 の 価値
を 有 す る 崇高で神妙 な る 唯一の 教 え であ る 。

現在， 大い な る 教え (Ðai Ðao) を 守護 し， 発
展 さ せ る た め に， 世に在 っ て至尊を 代表 し て い
る 人物 は. ヒ ィ エ ッ プ ・ テ ィ エ ン ・ ダ イ (Hiçp­
thiên-dài ， 協天台)(14) と グ ゥ ・ チ ュ ン ・ ダ、 イ (Cをu・
trむng-dài ， 九重合y同 のすべ て を管掌 し て い る 護
法 フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ グ 師 であ る 。
我 々 は， カ オ ダ イ 教を深 く 広 く 理解す る ため に
も ， 教 え や人生の 師であ り ， 同 じ よ う に民族の
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師で も あ っ た護法の 明 ら か な 功績 と ， 護法 の 小
史をすべか ら く 知 ら ね ば な ら な い 。

I 少 年 時 代
カ オ ダ イ 教 の 護法 に し て 教 主 (Giáo・Chú) ， 一

つ の 有形台 (Hii'u・Hình Ðài)闘を掌管 し て い る の
は， 南越の タ ン ・ ア ン (Tãn-A吋 省 ピ ン ・ ロ グ
(Bình胃L(>c) に在 っ た フ ァ ム (P同m) 家 の 家庭で
幼年時代をす ご し た フ ァ ム ・ コ ン ・ タ y ク で あ
る 。 生父 は仕事の た め に ど ン ・ ロ グ に移 っ て 来
て お り ， そ の ため に こ の 地 で 師 は生 ま れ 出た の
であ る 。 師 の 正 し い 原 籍 は， タ イ ニ ン (Tay­
Ninh) 省 チ ャ ン ・ バ ァ ン (Tráng Bàng) 郡 ア ン
・ ホ ア (An-Hòa) 村 にあ る 。 師が庚寅 の 年 (1890)

の ま さ に 5 月 5 日 に 生 ま れた(川 こ と は， 特別 の
こ と であ る 。 と い う の は， 屈原が泊羅の 江 に身
を 投 じ た 日 が 5 月 5 日 であ り ， ま た， 劉辰 ・ 院
越が天 台 に昇 っ た 日 がや は り こ の 日 であ る か ら
であ る 。 端午の 節句 に 当 っ て 生 ま れた た め に，
家庭では誰 し も が， 師 は育 ち難 い の で は な いか
と 心配 し た(1功 。 実際 に は， 師 は紅顔で元気 であ
り ， 特 に衆にぬ き ん で る 天資を持 っ て い た が，
時 と し て ， 霊魂が何所か に隠れ迷い， 死人の よ
う に昏睡 し て し ま う こ と が 自 然 と あ っ て， 一家
を し て ， と り わけ老婆を し て し ば し ば憂慮 さ せ
た り も し た 。

師 は死 ん で， ま た何度 も 生 き か え っ た 。 た び
た び治療の た め の 薬が求め ら れた が， ど の よ う
な 病 も こ の疾病に関 っ て い た 。 師 は 依 然 と し
て ， 時に人事不省 に落 ち 入 り ， ま た醒めそれが
3 時間 の 時 も ， ま た半 日 に及ぶ時 も あ っ た 。 17
歳 の 年 にな る ま でや む こ と が な か っ たが， こ の
年師 は こ れ ま での ど の 時 よ り 長い 最後の 人事不
省 に落 ち 入 っ た 。 昏睡か ら 醒 め た時， 師 は霊魂
の 遊び歩い て い た時の こ と をすべ て 記憶 し て い
る ばか り か， 逐一印象 も 覚え て お り ， ま た細 い
点 も 克明 に覚え て いた 。 そ れ ら すべ て は， こ の
後 の 師 の 修行生活 と 符合 し て い た 。

( 1 ) 天 に関す る 一夜
そ れ は丁未の年 (1907) 1 月 の こ と であ っ た 。

ド ン ・ ズ ゥ 運動へ参加 し て逮捕 さ れそ こ な っ た

後， 師 は家郷に も ど っ て暫 く の 間回 避 し て い
た 。 望 日 の 月 の 明 る い夜 であ っ た 。 師 は， 正 に
家 の 軒先 に置かれた， 妹 の 売 り 物 の ベ ッ ト の 上
に横たわ っ た 。 月 光 は臨 で， 心魂が広 く 漂 っ て
い る よ う に思われた 。 師 は突然長年の 交 り を 結
ん だ友が師 に聴かせ る た め に吟詠 し た 『神童問
月 dI (Thán-Ðông Vàn Nguy�t) と い う 詩を 思 い
出 し た 。 師 はた っ た一度 し か聴 い た こ と が な か
っ た の に， は る か昔の 前世か ら 師 の 心深 く に刻
ま れて い た詩の よ う に大概を熟語 し て いた 。 師
は横たわ っ た ま ま ， 月 を見 て 気を 晴 ら す よ う に
し て， 吟詠 し た 。

秋天 の 夜， 光青 く し て 雲静か な り ，
旅路の 宿 に て ， 夜ふ け る ま で 目 覚め い る 。
耳は聴 く ， 四面八方 の 響 き を，
月 明埋 々 と し て ， 桂蘭 に党 る 。
月 を看見すれば， 善心が動 き は増え
正 に幾許か の 言 詞 も て 間月 の 詞句 を 吟ぜん 。
幾許か の 言 詞 も て ， 事 の 始終を月 の娯母 に訊
ねん，
い か な 縁故 に て 関野 し 得 る や 。
月 日 < ， 物換わ り 星移 る ，
こ の 身を し て 天 は人げた め に普 く 照 ら せ し
む。
英雄を し て 疲態せ し む，
千秋は霜雪 と し て ， 一心 は 青 き 光た り 。
月 の焼母 に訊ぬ， 上 り 到 る 道の 在 り や と ，
月 売 の 地 大約幾十遠 き と こ な る や。
月 日 く ， 汝の 知 ら ざ ら んや，
一株の桂あ ら ば， それ娯母が家 な り 。
英雄， 家 に来た り て見 ん と 試み ん ，
彼 の 玉 兎 は， 水晶 が簾を さ げ る 。
月 の摸母 に訊ぬ， 星が あ り や と 。
お よ そ春秋 は幾度譲 り し や，
月 日 く ， 柳弱 く 桃幼 し ，
上 る ほ ど に光 明 は増 し ， 高 く な る ほ ど に 円 さ
を増す。
明 ら か に し て さ やか な る 短蛾は， 一点 の 欠 も
な L ，
い か ほ どが星斗， 汝が子女な り 。
月 ま た君子に訊ね ん 。
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雷雲 の 時， 誰か経論を保たん，
君子 臼 く ， 聖君あ り と 。
手 を 以 っ て 戦乱を安んず る は，
身を 以 っ て 治平を成 さ ん 。
月 ， 君子 に訊ぬ， 悲 し か ら んや
哀 し か ら んや，
君子月 に訊ぬ， な げかわ し きや，
い た ま し き や 。
風前を経 し 柳 は瓢 々 た り 。
香味 は広澗 に し て， 詩房 は複郁た り 。
詩を吟詠す る 師の 声 は朗 々 と 鳴 り 響 き ， 波が

発生 し た よ う に青 々 と 脈打 つ て， 深 い 月 の 光 を
も 揺 り 動か し た 。 師 の 心魂 は， 高 く 張 り の あ る
詩を 吟ず る 際 の 抑揚あ る 声 と 同 じ で， ま さ に晴
空 を 高 く 飛ぶ翼 の よ う に軽やか に し て寛や か で
も あ っ た 。 師 の 心 は， 限 り な く の どか で穏やか
な感覚 に充 ち溢れ， 際限な く ぼん や り と し て 柔
ら か し 静か で心安 ら か な 感 じ で快か っ た 。 師
は， こ の 静け さ を十分に味わ い つ く すた め に，
ま た こ の奇妙な感覚の根源を分析す る ため に，
魂の 消 え い ら ん ほ ど に眼を閉 じ た 。

そ し て， 眼を聞 いた時， 師 は一種の 弱 々 し い
光吉が充i�満 ち て い る よ う な 感覚 に到 っ た。 そ
の 光吉 は， 太陽の灼 熱 の 光吉 です ら な し ま た
地球上を 照 ら す月 の 静や か な 光吉 です ら な か っ
た 。 光で は， 一点 の 曇 も な く ， 穏やかで周 囲を
遍 く 混ぜ合 せ て ーっ と し て い た 。 師 は は る か地
平線 の か な た ま で ま っ す ぐ にの ひやた俗世の塵一
つ だ に な い清潔 で， 平 ら な， 雪の よ う に 白 い道
を よ ろ よ ろ と 歩い た 。 師 は歩み な が ら も 『神童
問月 』 の 詩を吟 じ 続 け て い た 。 突然遠 く の 方 が
う す暗 く な り ， 一つ の 人影 が ま た去 っ て い っ
た 。 師 は声ーっ た て ず に静か に注意 し て見 た 。
人影 も し だ い し だ い に は っ き り と 見 え る よ う に
な っ て き た 。 師 と 数十 メ } ト ノレ離れ て， 黄 色 い
袈裟を着た， 限 り な く 慈悲深 い容貌の 一人の 老
僧が現われた 。 師を見 る と 詑然 と し た表情で，
老{曽 は声を上げた 。

「お ま え は 「過去」 を覚え て い る か 。」
師 は再び僧を見， た ち ま ち思 い 出 し て， あわ て
て 応 え た 。

「 は し 、 。」
確か に い ま か ら 10年以上前 に こ の 僧 に一度合

っ て い た 。 師が10歳にな っ た時， 漢文を老学究
に つ い て 学 ん だ 。 師 は い つ も 先生 の 近 く に従い
薬を調剤 し た 。 あ る 日 ， 先生は師を， タ イ ニ ン
の十字路 口 の 市場 にあ る ド ク ク ・ ヴ ォ ン (百台c
V9昭， 特望〉 客屈 に秤 り 売 り の 薬を買 い に 遣 し
た 。 腐 の 中 に歩み入 っ た時， 師 は， 帳場 に対面
L た 形 で、長椅子 に座 っ て， 次 の よ う な情景を見
た 。 そ こ に は， 誰か ら も 敬愛 さ れ る よ う な， 本
当 に見 る か ら に非凡な骨相 を し た， あ ご ひげ と
髪 が ま っ 白 な老人 と と も に帳場 の 台 の上で黄色
い袈裟を き た老僧がいた の であ る 。

師 が秤 り 売 り の薬を包み， 庖主が銭勘定を し
終 る と ， 庖主は長椅子の方を 指 さ し て， 二人の
老客 と 坐 っ て遊ん でいか な いか と 師 を さ そ っ
た 。

「え え で は。 で も ， お じ さ ん お か ま い な く 。」
師 は帳場 に入 っ て立ち ど ま り ， 老僧 と 老人を

詳 細 に見た 。 二人 は師を 指 し ， 互 い に話を始め
た 。 師 はヰを傾け て 聴 い て ， 二人が正 に師の相
に つ い て 論 じ て い る こ と が解 り ， ま た 師 の相命
に つ い て 話 し て い る こ と が解 っ た 。 文字通 り 師
が見 聞 き し た こ と と ， 老僧の 結論の こ と ば 『 こ
の 少年 は極めて非凡な等級に入 り ， と やつ の事
業 は限 り な く 高 ま る だ ろ う 』 は， 記憶の 中 に永
遠 に 刻 ま れた。

古 い こ と を思 い 出 し て， 師 は老{曽 に， 過去や
現在， さ ら には未来につ い て も 尋ね て み ょ う か
と 思 っ た 。 師はし 、 っ た し 、 ど の よ う に尋ねた ら よ
いか と こ と ばを さ が し あ ぐ ね て い る と ， 老僧は
そ の 意思 を知 っ て い る か の よ う に， 師 の 手を と

ほほ え
っ て 微笑 ん だ 。

「お ま え は， い ま 何を考え て い る ん だ い 。
過去 と 遊ん でばか り い る の はや め な さ い 。」
師 は一言 「はい」 と 答え て ， 機械の よ う に老

僧 に従 っ て 歩み入 っ た 。 老 僧 は， 師が入 り 易
く ， ま た談 じ易 い よ う に， 同 じ所 に座 る よ う 望
ん だ 。 白 く 柔 ら かで温い光世 の 下， 極め て潔 白
な方途で， 老僧 は仏祖 CPh車t Tõ) の 為他 と 博愛

l の 精神 につ い て 師 に説い て聴かせた。 そ の後で
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鹿世の 腐 っ た苦厄か ら 離れ脱 L ， 衆生の済渡の
た め に修行 に はげむ よ う 勧め た 。

話 が終 る や， 前方 の 街頭 に， 巨 大 な 白 玉 片 で
造 ら れた彫刻の よ う な純 白 の 高 く そ び え たつ一
座 の 高殿が出現 し た の を見た 。

高般の 前 に到 る と ， 老僧 は 師 に次の よ う に告
げた。
「お ま え は， こ の 外側で少 し待 っ て か ら ， こ の

屋内 に ち ょ っ と 入 っ て み な さ し 、」
師 は一人立たずん で、待 っ た 。 5 分が過 ぎ， 10 

分が過 ぎ， 30分が過 ぎ た 。 し か し 依然 と し て
老僧 は も ど ら なか っ た 。 師 は心がせ い て 門 を た
た い て 叫 ん だ 。

「老師 〆 」
門 はあ い変 ら ず一言 も 発す る こ と な く 閉 ざ さ

れ て お り ， 何 の 応答 も な か っ た 。
師 は， さ ら に 2 ・ 3 回 門 を た た い た が， た だ

師の声がす る だ け で た た く 度 ご と に一層高 く 響
き ， 高殿の 静寂が増 し た よ う であ っ た 。 気がせ
い で ， 師 は高肢の 周 囲を巡 っ て ， ど こ か に入 る
方途が な し 、か と 見て 回 っ た 。 そ し て 高殿 に は互
い に似た よ う な 八つ の 門 が あ り ， ど の 門 も 一言
も 発す る こ と な く 閉 ざ さ れて い る こ と が 解 っ
た 。 それぞれの 門 を ， 師 は一回ずったた い て 回
っ た 。 し か し ， 依然 と し て 限 り な い静寂にすべ
て が覆われ て い た 。 師 は心が慌ただ し く お ろ そ
か に な り ， も ど る 径路を さ がす こ と に し た 。 し
か し， い ま 師 は， は る か な 地平線 に ま で到 る 白
い道がそれぞれ の 門 の 前か ら 出 でて い る こ と を
新た に知 っ た 。 八つ の 門 はみ な 相 L 、似て お り ，
八つ の 道 は どれーっ と し て何 の 相違 も な く ， 八
つ の 天の方 へ と 通 じ て い る 。 師 は ど の 道かを選
ぶべ き こ と を 識 っ た 。 師 は心が定 ま ら ずに憂え
苦 し ん だ 。

こ の焦慮不安 の 時 にあ っ て， 師 は は る かか な
た に灯光 の影が き ら め く の を 見 て ， 師 は心の 中
で密か に次の よ う に思 っ た 。 『あ の 光 の あ る 所
に は必ずや家があ る 。 こ こ が ど こ かを尋ね， 帰
り 道を 教 え て く れ る よ う 頼 も う 』 。

こ こ で， 師 は灯光 の あ る 方 向へ と 通 じ る 道を
行 こ う と し た 。 はた し て， こ こ に も 一軒の 大 き

な 高肢があ り ， 門 も ま た 閉 ま っ て い た 。 師 は勇
気をふ る い 起 こ し て 門 を た た い て 尋ねた。

「家 の 中 に， ど な た か し 、 ら っ し ゃ い ま せ ん か」
何の 音 も し な い 。 師 は続 け て さ ら に何回かた

た い て み た 。 依然 と し て ， 何の 音 も し な い 。 師
はやた ら に強 く 押そ う と す る と ， 自 然 に門が開
い て ， 髪を 頭 の 上 で三つ に結ん でひ る が え し ，
かわい ら し い ふ っ く ら と し た ， 頬 の 紅 L 、 小童が
現れ 出 た 。 そ の 小童が門 か ら 歩み 出 る と ， 門 は
ま た徐 々 に閉 ま っ て し ま っ た 。 小童 は師の顔を
ま っ す ぐ に指 し て， 次の よ う に言 っ た 。

「あ な た は， タ ッ グ (Tãc) さ ん ですか。」
師 は， こ の 小童が 自 分 の 名 前を ど う し て 知 っ

て いた の かが解 ら ず に， び っ く り し た 。
「え っ ， 坊や は ま た何で知 っ て た の 。」

小童は， か ら か う よ う に微笑 ん で・
「全 く と り つ く ろ っ ち ゃ っ て 。 知 ら な いわけ

が な い だ ろ 。 こ の 家 の 中 で， 老師があ な た を
待 っ て い る よ 。j
師 はい っ そ う び っ く り し た 。
「老師 っ て 誰 な ん だ い 。 教 え て く れ よ 。」
「す ぐ に解 る さ 。 行 こ う よ 。」

言 い終 る や， 小童 は腫を 返 し て ， 家 に入 っ て
行 っ た 。 家 の 中 に歩み入 る 前 に， 小童 はふ り 返
っ て 師 に告げた 。

「僕 につ い て き て ね 。 」
小童が入 っ て行 く の に 師 も 従 っ て ， 次 の よ う

な状景を観た 。 そ れ を 見 て ， 師 はやや おだやか
で は い ら れ な か っ た 。 す な わ ち ， 門 の 中 の 方
に， 金毛のj侯が臥 し て い て ， 二本 の 前足 は ま っ
す ぐ に仲 ば し て 下 に降 ろ し ， 二本 の 後足は高 く
立 て て ， 尻を連子 の 門 に入れて こ す り つけ て い
た 。 小童 は事 も な げ に金毛張の 尻 に登 り ， 背中
に登 っ て ， 家 の 基 台 に歩み降 り る 前 に， 猛獣の
前足の 上で立ち ど ま っ た 。

師のE遣い迷 っ て ， あ え て 歩みを進め な い の を
ほほ え見 て ， 小童 は微笑 ん で う な が し た 。

「何か驚 く よ う な こ と で も あ っ た の 。 こ いつ
は， ど こ も 佼みつ き ゃ し な い よ 。 お よ そ， 僕
の よ う につ い て く れば， こ わが る こ と な ん て
何 も な い よ 。 」
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小童 に激励 さ れ て， 師 は勇気を ふ る い起 こ し
て ， おそ る おそ る そ の 霊物 の 尻 の 上 に歩み上 り
， そ い つ の 背中 に登 り 降 り ， 肩 に ま で 歩 み 降
り ， 遠 く へ大 き く 跳躍 し た 。

小童 は 師を横隈でち ら つ と 見 て， 頭を揺す っ
て 微笑む よ う に し て 言 っ た 。

「あ な た は， 胆 っ た ま が小 さ い ん だね え ， タ
ッ ク さ ん よ 。」
師 は， 小童が 自 分を連れ て 行 き た し 、 こ と が分

っ た が， 眼を あ げて 周 囲を見回す こ と を知 ら な
い か の よ う な ふ り を し た 。

師が通 り す ぎ る や， 門 は金毛狼を後 ろ に， ま
た 自 動的 に 閉 ま っ た 。 師 と 小童 は， 広 く ， 平担
な 回 廊 の 中 に い た 。 長 い 回 廊 にそ っ て， 五つの
大 き な 部屋が あ っ て， 部屋 ご と に一つ の 扉がつ
い て い る が， ど の扉 も 厳重に閉 ざ さ れ て い た。
回廊 は広 く 長 く ， 出 入 り の 門 はみ な 閉 じ て お
り ， 灯 燭 は全 く な か っ たが， あ い変 ら ず清浄
で， 柔和な光吉が輝い て い た 。 小童は， 師が こ
こ に立 ち ど ま っ て， ぼんや り と し て (周 囲を)
観て い る 様子を見 て， 師をせ き た て て， 最後の
部屋の扉の と こ ろ ま で (師の〕 手 を 引 い て 導 い
て行 っ た 。

「 こ こ でお待 ち 下 さ い 。 ど ん な 時で も 叫ん で
下 さ れば， 私が喜ん で ま い り ま す。」
言 い終 る や， 彼が進み 入 ろ う と す る と ， 扉 は

彼 の た め に聞 き ， 歩み入 る と ， ま たす ぐ に閉 っ
て し ま っ た 。

師 は ま っ た く 一人で長 く 待 っ て い た の で， 足
が疲れ て し ま っ たが， い ま だ に小童は も ど っ て
来 な か っ た 。 師 は待 ち続 け る こ と に勉め て 耐え
たが， も し こ の 回廊の 中 で師一人だ け で は な
く ， 金毛狼が い な ければ， 勉 め て 耐え る こ と は
想 い も 及ば な か っ た で、あ ろ う 。 ま た， も し こ の
動物が発作 で も お こ し た な ら ， ど ん な こ と に な
っ た で、あ ろ う 。 師 は心が落ちつかずせわ し く 扉
を た た い た 。

「手を伸ば し て 聞 け て く れ。 」
扉が聞 き ， 師が入 っ た 。 小童が眼を 見 張 っ

て ， 次の よ う に言 っ た。
「あ な た は な にを し よ う と い う ん ですか， 舌L

暴 な 。J
師 の 品 格あ る 様子を一瞥 し て ， 彼 はす ぐ に語

調を和げた 。
「あ -'. ， あ な た は全毛猿 に 驚 い た の ですね。

あ な た は， ず い ぶん と 胆が小 さ い の ですね。
こ こ に い て ， 老師をお待 ち 下 さ い 。」
そ う 言い終 る や師が応 え る に及ぶ間 も な く ，

小童 は ま さ に今入 っ て き た の と は対面す る 新 し
い扉の方 に 出 て 行 っ た 。 部屋の 中 で， ま た一人
っ き り に な っ て， 師 は周 囲を な がめ て 楽 し む こ
と に意 を注 ぐ こ と と し た 。 こ こ は長 さ 20 メ ー ト
ル， 幅10 メ ー ト ル， 四面の壁 も 家屋の基床 と 同
じ く ， 実 に美 し く 光 り ， 滑か で平 ら な玉石の塊
を連ね て 造 られた部屋で、あ っ た 。 部屋の 中央に
は， 大 き な 日 の 字形の机がー卓 と 各 々 の 辺 に は
三脚づっ椅子が並べ ら れ て い た 。 机の 前の と こ
ろ は さ ら に ま たー脚の椅子が並べ て あ り ， 他の
六脚の椅子 と 同 じ よ う で も あ っ た が， 一寸 と 大
き く 高 い も の であ っ た。 椅子 と 同 じ よ う に 机
も ， い ま だか つ て見た こ と も な い よ う な新奇な
様態 の も の で， 机の 脚や椅子 の 脚 も ， ま た背 も
た れ も ， そ の 表面 は五色紋の 玉右 に よ っ て造 ら
れ て お り ， 肘掛け はみ な黒い藤嘉 で造 ら れ て お
り ， 極 め て文雅に巻いて あ っ た 。 師 は飽 き る こ
と な く 眺め て いた 。

師 は久 し く 待 っ た 。 師 は小童を呼びたか っ た
が， 彼 に ま た 問 い た だ さ れ る の が恐か っ た 。 締
が待望す る や， 扉が徐 々 に聞 き ， 奥深 い廊下の
前 に 出 た 。 廊下の端か ら ， 青い衣を き た老師の
かすか な影が， こ ち ら に来た。 老 師 は と て も 背
が 高 く ， あ ごひ げ と 髪毛 が ま っ 白 で青い色の衣
服を着， 瓢 々 と し て ゆ っ た り と 厚徳 の 人物の様
で， 頭 に は青いl帽子 も か ぶ っ て い た 。 ま さ に威
厳 に充ち， 威儀を正 し た様子 であ っ た 。 老師が
部屋に歩み 入 る と ， 扉 は ま た徐 々 に閉 ま っ た 。
師 は手 を組ん で拝ん だ 。 老 師 は親密 で大変かわ
いが る よ う な ， 慈 し む よ う な 眼 で， 師を頭か ら
足 ま で透す よ う に見た。 よ ろ こ びの 感情が突然
に心の 中 に充満 し ， 師 は老 師 の 極め て す ぐれた
美 し い態度に酔 い し れ， こ の 老 師 は， 服装が違
っ て い る だ け で， い つ の 時期であ っ たか 中 国人
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の 薬自 の 中 で合 っ た和 尚 さ ん と と て も よ く 似て
い る と 思 っ た 。 老師は中央の 大 き な椅子 に ま っ
す ぐ に行 き ， ゆ っ た り と 思 い の ま ま に， 腰を下
L- ， 手を肘掛け に の せ， 頭をやや後ろ に も たせ
て ， 実 に威厳あ る よ う に見 え た が， 慈 し み賢 き
様子を そ こ な う よ う な こ と はな か っ た 。

師が酔い し れ て し ま っ た よ う に な り な が ら ，
師 は老 師 の 服装の 細 々 と し た点や行為や態度や
顔の表情を注視 し て い た 。 す る と そ の 時， 老師
が声を発 し た 。

「 ま あ ， 座 り な さ い 。」
師 は命 (令〉 に従 っ て 従 順 に最 も 近 い椅子 に腰

を 下 し た 。 し か し ， 老 師 は 自 分 の 右側 の 近 く に
あ る 前列の 椅子を指 し て 言 っ た 。

「 こ ち ら の椅子 に お か げ な さ い 。」
最初， 老 師 は， 師 の 家庭や生 母 の こ と ， ま

た， 二兄三兄四妹， さ ら に は家 中 の 人達 の すべ
て の 事 ま で も ， 師 に聴 い た 。 た だ ， 師の逝去 し
て し ま っ た 生父 につ い て は， 老 師 は聴か な か っ
た 。 師 は， ど う し て こ ん な に師 の 家庭の こ と を
よ く 知 っ て い る の か， 奇妙な感 じ が し た 。

老 師 は ま た 師 の 兄弟た ち 一人一 々 の 良 い性質
や悪し 、行L 、 を も よ く 知 り 尽 し て いた 。 老 師 は，
師 に道徳、を完全 に保ち， 身を修め る 道 につ く よ
う 教 え導いた後 で， 師が教 え の 道 に入 る よ う 希
望 し た 。

師 は謹 ん で、静か に座 っ て ， 老師 の 教 え 導 い て
く れ る こ と ばに心か ら 耳を傾け て い た 。 老 師 は
意、を遂げ、た様子で、教え の 顔 の 上 に鮮かな笑を浮
かべ， 小童を 呼 ん だ 。

「食物を持 っ て き な さ い 。 」
老師の声が終 る や， 部屋の 中 に音が 鳴 り 響 い

て扉が聞 い た 。 大 き な銀の お皿を持 っ て 小童が
入 っ て く る と ， 師 の 面前 に お い た 。 そ の お皿 に
は， と て も よ い呑 の す る 湯気があ が っ て お り ，
熱い料理が溢れん ばか り に盛 り つけ ら れ て い
た 。 老師が う な が し た 。

「 さ あ， お食べ な さ い 。」
師 はお皿の 料理を め で、た。 こ れ は漉粉で作 っ

た 円形 の 料理であ っ た 。 どれ も がこ色で， 半分
が赤 く 半分が 白 く ， 笠 の 形 に重ね ら れ て い た 。

師 は手を伸 し て ， お皿の 一番上の 料 理 を 取 っ
て ， 箸で 口 に は こ ん だ 。 食べ る と ， と て も お い
し か っ た 。 長い道を歩 き ， お な かがす い て いた
こ と も あ っ た の だ ろ う 。 二番 目 の 料理に は三皿
あ っ た 。 師 は さ ら に も う ー皿取 っ て食べ， よ う
や く 飢 え が充 さ れた気が し た 。 も っ と 食べ ょ う
か， も う やめ よ う か と ち ょ う ど迷 っ て い る と ，
老師がそ の 気持を分 っ て い る か の よ う に， さ ら
に促 し た 。

「 も っ と ， お食べ 。」
師 は老 師 の すすめ に従 い， 三番 目 の料理に手

を つ け， 大かたを食べ終 る と ， お な か が い っ ぱ
い で， 食べ過 ぎ て も う それ 以上食べれ な い ほ ど
であ っ た。 それ で も さ ら に， お菓子の外側 の二
つに手を 出 し た も の の ， テ ー フ'ル に 投 げ だ し
た 。

師が飽食 し た こ と を知 っ て， 老師 は水を持 っ
て 来 る よ う に言 っ た 。 小章が黄金で、 で、 き た大 き
な 茶碗の 口 も と ま で水を充 し て 持 っ て き た 。

た く さ ん食べ て ， 倦ん だ 。 二皿半を食べつ く
し た の で， 師 は 口 の 中 が喝 え た感 じ が し て い
た 。 師 は ご く ご く と 飲 ん で， 清浄 な 碗 の 水 を 一
気 に飲み ほ し ， お な か の 中 ま ですず し く 快 く な
っ た 。

師が食べ終 る の を待 っ て ， 老師 はかすか に 口
ず さ む よ う にゆ っ く り と 言 っ た 。

「今 日 は二皿半 の 料理を食べ， 一杯の 水を 飲
ん だ 。 次 回 は， 今後 あ な た が 教 え を 行 っ て い
く 人生に入 っ て い く こ と につ い て ， 意見が一
致す る だ ろ う 。 」
老師 は こ こ ま で言 う と ， 師が こ と 細か に問 う

時聞を欲 し て い な い よ う に， す ぐ に小童 に命令
を伝え た 。

「お帰 り だ ぞ。J
師 は手を組ん で老師を敬 っ て拝 し ， 小童の 後

に続い て 部屋を 出 た 。 突然， 金毛猿の こ と を想
い 出 L-， 師 は再び部屋に も ど っ て ， 老師 に こ の
動物を く だ さ る よ う に と 求め た 。 老子 は う な ず
い て 告げた 。

「分 っ た 。 お ま え は ま っ す ぐ に帰 り な さ い 。
や つ は そ の 後 を お ま え と い っ し ょ に走 っ て 行
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く だ ろ う 。」
身を翻 L，. ， 金毛猿の所へ行 く と ， 小童 は前足

を登 り ， 背中 に上 っ て ， す で にやっ の 尻 の 上 に
立 っ て いた 。 す る と 門 も 小童が外へ歩み 出 る た
め に聞 い た 。 小童が 出 る と 門 も ま た 閉 じ た 。 金
毛猿は善良な様子を表 し て い た 。 師が金毛猿の
背に登 り ， 尻 に上 る と 門 はす ぐ、 に聞 い た 。 し か
し 小童 の 姿 は い づ こ にか消え失せて し ま っ て
い た 。 師 は ど の 道を帰 っ た ら よ いか分 ら ず， 師
に帰路を教え て く れ る 小章が し 、 な く な っ て し ま
っ た の で， 心配 し な が ら 周 囲を見た。 師 は大 き
く 叫 ん だ 。

「おい， 坊や。」
応答す る 声 は な か っ た 。 師 は さ ら に三度続け

て 叫 ん でみ た 。 す る と ， 風がお こ り 揺れ動 い て
棄が ざわめ き 眼前の灯寵が細々 に砕れ て ， 小童
が厳 し く 責め 叱 り な が ら 跳 び 出 て き た 。

「あ な た は， そ ん な に大 き な声を 出 し て， 何
だ と い う ん ですか。」
師 は弁解 し た 。
「坊やが見 え な か っ た ん で， (坊やが〉 ど っ

か に行 っ て し ま っ た と 想 い， 坊やを呼び も ど
さ ね ば な ら な か っ た ん じ ゃ な いか。」
「分 っ た， あ な たが迷 っ た こ と は 分 っ て る

よ 。 で も 何を い ま さ ら 迷 う こ と を伯れ て い る
ん です。 現在あ な た が こ こ に い て， 僕が こ こ
に い る で は な い ですか」
師 は， 両手 にそれぞれ花た ば を 一つづっ持 っ

て ， 首 にそ え て い る 小童を見 た 。 さ ら に両手 で
二つ の た ばを持ち， 高 く 揚げ， い く ば く か を 師
の た め に捧 げ て い た 。

小童 に仏心を起 こ す こ と な く 師 は二つ の 花た
ばを持 っ て い る ため に風が騒 い で、 も 耳 に入 ら ず
に聴 こ え な い状態 に な っ て い る 小童の た め に，
た だ う つ む い て ， 金毛猿か ら地面に降 り た 。 小
童 は心か ら 喜ん で， 思わず笑 っ た 。

「分 っ た よ 。 僕 に つ い と い で よ 。」
二人は一 目 散 に走 っ た 。 そ の 時， 眼の 前 に八

角形を し た 高殿 が 出 現 し た 。 小童 は師を一つ の
門 につ れ て 行 っ た 。 す で に足 も と に はこつ の 足
跡が刻 ま れ て い た 。

「 こ こ が タ γ ク さ ん， あ な たが来た門 の所の
足跡です よ ， 見 え ま すか。」
小童の 師 に告げ る 口 調は と て も 親切 な も の に

かわ っ て い た。
「 こ れか ら は， ど こ に行 っ て も 注意 し て 下 さ

い ね 。 」
小童 の 手が指す方を詳細に見 る と ， 師はそ こ

に 自 分の二つの足跡が歴然 と 刻銘 さ れ て い る の
が 分 っ た 。 師 は ま だ何 も 応え て い な か っ たが，
小童 は続け た 。

「 こ こ か ら は道を知 っ て い る で し ょ 。 !日 い道
に従 っ て ま っ す ぐ に行けば， 帰れ る よ 。」
「坊や は過去 に も どれ て 嬉 い か 。 」
「 い ま は ま だ で き な い よ 。 で も 今後老師は僕

が あ な た と 地上に降 る こ と を許 し て く れ る だ
ろ う よ 。 分 っ た， あ な た は帰 っ て も ， 家 に希
望が な い ん だね。」
突然， 自 分が長い間遊びに行 っ て い た こ と が

分 っ た 。 家 で はず い ぶん と 持 っ て い た こ と だ ろ
う 。 師 は小童に別れ の こ と ばを い く ば く か伝え
た 。 /J、童 は道に沿 っ て走 っ て 帰 っ て い っ た 。 師
は帰 る こ と に最大の 努力を払い， 全速力 で走 っ
た の で， 思わずあ る 土 く れ につ ま ず い て 一つ の
囲み に転倒 し て し ま っ た。

師 は 自 分 に腹を立て て 目 覚め る と ， は っ き り
と は分 ら ぬが， 耳 も と で大声 で泣 い て い る 声が
聞 こ え， 目 を見開 い て み る と ， 周 囲 に は髪の毛
を な でた り ， 手を取 り ， 足を さ す っ て 師の名を
繰 り 返 し繰 り 返 し 称え て い る 人 々 が ごた ごた と
往来す る 様子が突然 目 に入 っ て き た 。

師 は努め て 起 き上が り 座ろ う と し た 。 ぼんや
り と さ 迷 っ て い る 時の こ と を， 師 は 家 の 人 に尋

ね た 。
「私 の 犬 は ど こ だ。」

師 は， 奇妙な夢の なかで極め て勝れた老師に
乞 う た金毛猿の こ と を思 い 出 し た 。

(2) 早 い 時期か ら の 革命精神 の蔚生え
師 は1890年 に生ま れたが， 当 時 は フ ラ ン ス 植

民地主義者が ヴ ェ ト ナ ム 全土の 至 る 所 で支配の
基礎を確立 し て い た時期であ っ た 。 髪 の 色が異
り ， 膚 の 色 の 違 っ た外国の 侵略軍の 圧迫 と 搾取
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の 下で苦痛 に日中吟す る 民衆や， 不公正溢れ る 社
会 の 中 で亡国 の 風景を見 な が ら 大 き く な っ た 。

主権を喪失 し た 国 の 有 り 様を 前 に し て ， 人 々
は奴隷の よ う に生 き て い た 。 師 は早 く に覚醒 し
た 。 幼い な が ら も ， 自 由 ・ 独立 ・ 幸福 な 生活権
を取 り も とやすた め に， 同胞が一丸 と な っ て 程袷
を 打 ち 破 る べ く 決起す る に は ど う し た ら し 、 L 、 の
か， 師 は夜 ご と 不眠で思 い を め ぐ ら し て い た 。
1950年 にな っ て， 日 露戦争が勃発 し そ の 結果
と し て 日 本が輝け る 勝利を 手 に し た こ と が， 当
時の 時期 にあ っ て 闘争意識を持 っ て い た幾許か
の ヴ ェ ト ナ ム 人民に対 し て と 同 じ く ， 師を も 大
い に激励 し た 。

1906 年， 師 は ド ン ・ ズ ゥ 運 動 (phong trào 
Ðong-du， 東遊運動〕 に参 加 し 始めた。 こ の運動
は， フ ァ ン ・ ボ イ ・ チ ャ ウ (Phan・b(>トChâu， 溶瑚
珠〉 と フ ァ ン ・ チ ュ ー ・ チ ン (Phan-chu司Trinh， 潜
局禎〕 の二人の 練達の 革 命 家が， ま さ に人を派
し て 異な る 地方 に宣伝 ・ 激励 を す る 運動 であ っ
た倒。 こ の 年 師 は 17 歳に な り ， シ ャ ス ル ー ・ ロ
} ノミ ァ (Chasseloup Laubat) 校 の 第 2 学 年であ
っ た 。 こ の 当時， サ イ ゴ ン におけ る ド ン ・ ズ ヮ 運
動 は， ズ ヮ オ ン ・ カ ッ ク ・ ニ ン (Du'ぴng-khiÍ.c崎
Ninh， 楊克寧〉 と ギ ル パ ー ト ・ チ ィ ウ (Gilbert
Chi色u) の二人 に よ っ て お り ， 二人 は三つ の グル
ー プが 出 洋す る 道を誤た ぬ よ う に 領導 し た 。 第
4 の グ ル ー プ に 師 の 名 は あ っ た 。 ち ょ う ど， 雲
気が盛ん で興奮 し た心 に充 ち 満 ち て いた年少の
時期 にあ っ て ， 師 は遥かか な た に美 し き 夢 の 数
々 を思 い描 い て い た 。 し か し ， 第 4 の クゃ ル ー プ
に は， 前の三つの グ、 ル ー プ の よ う な 幸運 は な か
っ た 。 秘密裏 に， 黒 幕 が取調べ ら れ て し ま っ
た 。 サ イ ゴ ン にあ っ た ド ン ・ ズ ヮ 運動の 事務所
で も あ り ， ニ ン 氏や チ ィ ウ 氏 の 常 々 往来す る 場
所 で も あ っ た ミ ン ・ タ ン 工 芸 所 (sÓ' Minh・tân
công-ngh紛 が フ ラ ン ス の ス パ イ に よ っ て 捜査 さ
れた。 ニ ン 氏が冷静かっすばや く 行動 し ， 時 に
及ん で資料の 一切を破 り 壊す こ と を忘れ な か っ
た の で， あ ら い ざ ら い露見 さ せ ら れ る よ う に な
っ て も ， 誰一人逮捕 さ れ る に は至 ら な か っ た。
こ の よ う に， フ ラ ン ス の ス パ イ は依然 と し て 注

意を怠 ら ず に， 時 々 尾行を し ， 各指導的 な 人物
の こ と を聴い て 回 っ た 。 ま さ に 師 も 彼 ら ス パ イ
に マ ー ク さ れ て い た 。 そ の ため， こ の 年 師 は勉
学にか こ つけ て タ イ ニ ン 省 の 故郷に も ど り ， 暫
く の 間， ス パ イ の ひ そ か に窺 う 眼を 回 避 し い
た 。

師 は， こ の 年 ド ン ・ ズ ゥ 運動に従 っ て 出 洋す
る こ と が で き な か っ た 。 こ の こ と は， あ る い は
こ の 後 で よ り 一層 崇 高 な 任務 に付け る た め 師 を
保持 し て お き た い と い う 至尊の聖意であ っ た の
か も し れ な か っ た 。

n 壮 年 期

年が長ず る につれ， 革命的精神 は一層 高揚 し
たが， 同 時 に 師 の 教 え の道を探求す る こ と を 焦
り 心配す る 気持ち は 日 に 日 に募 っ て い っ た。

師 は20歳 に な っ て ， 仏領印度支那政庁商政局
の 書記 と な り ， す でに21歳 の 時 に は， 生母の 命
に遵 っ て 家庭を作 っ て い た 。 し か し ， 焦 慮不安
も な く ， 理想 も な く 生 き て 。 同胞 の 苦痛や， 江
山 の 変遷 と い っ た天下の すべ て の こ と を 顧 ず
に， 美 し き 妻 と 聡 明 な子女 と の 楽み を 手 にす る
た め だ け に， 月 々 の 給与を得 る こ と を知 る にす
ぎ な か っ た 同業の 多数の者の よ う な生活は師に
は で き な か っ た。

公務員 と し て の 生活 は， 師 の 生活 に何 の 影響
も 与え な か っ たが， 愛すべ き 家庭 も ， 師を束縛
す る こ と は で き な か っ た し ， 師が理想への道を
歩む こ と を 阻 止す る こ と は で き な か っ た 。

ド ン ・ ズ ゥ の 企 て が未完 に し て 潰え た後， 師
は一時期故郷に も ど り ， 闘争の現場 に再び身を

コ y ・ ル ワ ア シ
投 じた 。 師 は秘密裏 に活動 L ， IT'公 論J1 (Công
Lu�m) ， IT' ラ ・ ク ロ シ ェ ・ フ ェ レ ェ JI (La Cloch巴
fêl己的 ， IT' ラ ・ ヴ ォ ワ ・ リ ー フツレJI (La voix libre) ， 
ル ッ ク ・ テ イ ン ・ タ シ ・ グ ア ン

『六 省 新 聞JI CLvc-tînh Tân-vãn) ， IT'農 古 明
談JI (N凸ng-cð Minh-dàm) 等 々 の よ う な 多 く の
新 聞 に寄稿 し た 。 師 は 明 ら か に多 く の 人 々 が未
だ覚醒せず に愚昧 であ っ た時期， す な わ ち ， 民
族の最 も 困難 な 時期 にあ っ て 闘 っ た 。

師 は一生他人を 愛す る 心 に富 ん で い た 。 特
に， 堕落 し た者や一人身 の 者 を憐ん だ 。 こ の 時
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期 に あ っ て ， 師 は と あ る 極め て 意義深い行為を
な し た 。 それ と い う の は， ま さ に商政局 の 公務
員 を し て い て， 金銭は毛ほ ど も 余分 に豊か で は
な い の だが， 師 はあ え て 借債を し て ま で も ， 青
楼にい る 一団の 子女が恥辱か ら 脱れ， 善良 な る
生活を と り も ど し ， 家庭的 な 幸福を享受す る こ
と が で き る よ う に， 一 団 の 子女を青楼か ら 離れ
出 さ せ て ， 解放 し た 。

当時の 師 の 闘争活動 は民族国家の 幸福を め ざ
し た も の であ り ， 周 囲 の 孤 り 身の 者を救援す る
た め に毎 日 善 い こ と を な し た 。 し か し ， さ ら に
よ り 重 く 大 き な焦 慮 と 不安の気持ちがあ っ た。
そ れ は， 腐 り 苦 し ん でい る 全人類を解脱 さ せ る
た め の 教 え を尋ね る こ と であ っ た 。 師 はキ リ ス
ト 教 の 家庭に生れ 出 でた も の の ， イ エ ス (Giêsu)

の 博愛 の 心 に対す る 救世 の教え (d辛口 cÚ'u-thめ
は未だ に 師 の 心 の 信心を 占居す る こ と は な か っ
た 。 師 は， 仏道が人 々 に慈悲や喜捨を勧め告げ
て お り ， 道教が真 に存在す る 本性を生養ず る こ
と に よ っ て人閣 の 基礎を構築 し よ う と し て お
り ， 孔子 の 教 え が人 々 を 中庸 の 道 に導 こ う と し
て い る 教 え であ っ て， そ の どれ に も 優れた点が
あ り ， 少 な か ら ず人類が光 明 の 道を歩む際 の 一
助 と な る も の と ， 認識 も し 判断す る 考え も 持 っ
て い た 。 こ の た め ， 師 は気を も ん で心配 し ， 日
夜思索 にふけ り ， 現在世 間 にあ る ， 四 つ の 大 い
な る 教 え を 総合 し それ に よ っ て， 東西両文 明
の 聞を創造 し た い と 望ん だ 。 こ の 事は空想 で は
な い 。 と い う の は， 各宗派 の 祖 師 は こ と ご と く
すべ て ， 共通す る 一点 の思想， す な わ ち ， 善 と
美を求め る 傾 向があ る 。 それゆ え こ れ ら 四つ の
思想を合一す る こ と は極め て可能であ っ た 。

こ の 目 的を達成す る た め に， 師 は数人の親友
と 共に， 四 つ の 教 え の 教理の比較 ・ 研究を し た 。
一つ の 共通 な 意見が提 出 さ れた 。 それ は， 結局
の と こ ろ 一つ の こ と を 互 い に違 っ た方便を用 い
て い る にす ぎ な い， と い う こ と であ っ た 。 そ し
て 一つ の 共通 の 抱負 が発表 さ れ た 。 す な わ ち ，
四 つ の教 え の す べ て の 結晶 は， 実際に行われて
い る 方便 と 相互の信仰に関 し て 全 く 唯一の大 い
な る 教 え と な っ た。

L か し ， そ の 結晶 を実現化す る た め に は ど の
よ う な 行動を と っ た ら よ い の か 。

実際 に は塵世の 人聞の 力量を遥か に越え る 困
難 な 事業であ っ た 。

そ ん な 時， フ ラ ン ス におけ る 師 の 友人の一人
であ る ， ボ ネ 大尉 (Ð亭i-Úy Bonnet) が到来 し た 。
大尉 は， 各降神 に混 さや っ て 各神霊 と 感通 で き る
立場 に あ る 命運を持 っ た霊媒 の 一人 で、あ っ た 。
大尉 は， 師 の 小集団の研究 に ま で大変 な注意を
し た 。 し か し ま た， 大尉 に は各数え の 実際 に行
われて い る 方便を総合す る こ と が可能であ る と
い う 意識 は浮かば なか っ た 。 大尉 は教 え を 指 し
導 く 各種 の 神霊 に懇求す る こ と を勧 め た 。 そ し
て ， ほ ぼ似か よ っ た グル ー プ組織 さ れ え た 。 師
と 師 の 各友人 に と っ て， こ の 幽玄で、微 な 困難な
問題を理解す る ため に秘密 の 門 を聞 く 錠 と 鍵
は， 神霊の 以下の 如 き 勧告の言詞であ っ た。

「信仰 は良心 よ り 発源す る 。 互 い に異 っ た 良
心 はそれぞれの人間の精神状態 に依 っ て い る 。
そ れ は個性を持たず， ま た上帝 の と こ ろ におい
て は生を離れ 出 て い る ため に， 何 時 と い え ど も
消 滅 さ せ ら れ る こ と は少 し も な い 。 それゆえ，
信仰の 自 由 はあ り と あ ら ゆ る すべ て の 人 聞 に よ
っ て 尊重 さ れ う る も の の ， 真 ・ 善 ・ 美 と い っ た
精神 の 和合 は必裂 の 任務の 一つ で あ ら ね ば な ら
な い 。 」

111 悟 道 時 代

( 1 )  カ オ ダ イ 教 の 創 立
1920-1926年の 時期， 師 は カ オ ・ フ ワ イ ン ・ ク

ヲ (Cao・huynh-Cu'， 高黄居)， カ オ ・ フ ゥ イ ン ・
ズ ィ ウ (Cao・huすnh-Diêu， 高黄挑) ， カ オ ・ ホ ァ イ ・
サ ン (Cao・hoài-Sang， 高懐槍) ， グ ヮ エ ン ・ チ ュ
ン ・ ハ ァ ウ (1'なuyên-trung-Hi).u， 院忠、厚) ， チ ュ
オ ン ・ フ ヮ ・ ド ゥ ッ ク (Trぜぴng-hÙ'u・D立c， 張有
徳) ， チ ャ ン ・ ズ イ ・ ギ ィ ア (Trán-duy・Nghla， 陳
惟義) ， チ ュ オ ン ・ ヴ ァ ン ・ チ ャ ン (Tru'ぴng-vãn­
Tràng， 張文長) 等 々 の各氏 と 共 に， 一つ の グル
ー プを 創 り ， ブ ヮ ル デ ェ 方式 (dぜかng Bourdais) 
に よ っ て ， と あ る 家 で三本足の 板 の 助けをか り
て霊界 と 通感す る 方法制を探 り 続 け て い た。 仙
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デ イ エ シ タ イ シ タ ン フアツ トくTiên) ， 聖(Thánh) ， 神 (Thân) ， 仏 (Ph主t) と い

っ た各位の 中 で， 降霊 し た機会 に各 出席者が幾
度 も 懇求する に も かかわ ら ず， そ の姓名 を 明 か
さ な い 一位の霊があ っ た 。 降霊 の 機会 の 度 ご と
に， こ の 霊 は ア ・ ア ・ ア (A， Ã， Â) と だ け名 の
っ た 。 こ の霊 の 広博 な る 神通の 智 はあ り と あ ら
ゆ る すべ て の 人を敬服 さ せた 。 試すため に ど ん
な 困難 な 問題を 出 し で も ， ア ・ ア ・ ア の 霊 はす
べ て を簡単 に， し か も 認 と 意志 の すべ て が と て
も 素晴 し い詩句 で， 理に合 っ て 回答 し た 。

1925年12月 24 日 の 夜 に な っ て ， ア ・ ア ・ ア の
霊 は， 自 分が至尊であ る こ と を初め て 明 か L ，
カ オ ダ イ の 名 号 の 下， ヴ ェ ト ナ ム の 領土 の 上 に
真理を表 し揚げん こ と を告げた 。

こ の 時か ら ， 師 の クツレ ー プ の 人達 はすべ て カ
オ ダ イ 仙翁 (Cao・Ðài Tiên-ông) の信徒 と な っ た 。
久 し か ら ず し て， 商政局公務員 であ る フ ラ ン ス
人 ラ タ ピ ィ (Latapie) も こ の グル ー プ に 加 入 し
た 。 ラ タ ピ ィ は， か く し て カ オ ダ、 イ 教 の 最初 の
ヨ ー ロ ッ パ 人 の 信徒 と な っ た 。

1928年 1 月 28 日 ， 至尊の命 に よ り ， 師 は ク ヮ
氏 と 共 に， 前植民地議会議員 であ り ， ま た チ ョ
・ ロ ン (ChゃlÓ'n) に於け る 諮 問 議 会信1)の 前 メ ン

バ ー で あ っ た レ ェ ・ ヴ ァ ン ・ チ ュ ン (Lê・vãn­
Trung， J.喜文忠〉 閣下を尋ね て ， 一つの クー ル ー プ
が組織 さ れ る 機会 を 求 め た 。 こ の 後， レ ェ ・ ヴ
ァ ン ・ チ ュ ン先生 は カ オ ダ イ の信徒 と な っ た 。

さ ほ ど経ず し て， 師 はチ ュ ン氏， ク ゥ 氏， サテ イ エ ン ・ン氏， ハ ァ ウ 氏 と 共 に至尊の 命 に従 っ て ， 天
日良 (Thiên-NhÒ'n) の 来歴を尋ね る た め に， ま た
サ イ ゴ ン にあ っ た二つ の グ ル ー プ の 統合を実現
す る た め に， ゴ ォ ・ グ ァ ン ・ チ ィ ウ (Ngô-vãn­
Chi在u， 呉文昭〕 翁 父 の 家 ま で、行 っ た 。 チ ィ ウ 翁
父 の グル ー プ は般勤に迎え 入れた後， 天眼の 供
奉を認め， 師や各友人に も そ の 供奉 の 様子を観
せ て く れた 。 ま さ に， こ の 日 至尊の命に従 っ て
こつ の グル ー プ の 結合が な さ れた 。 ゴ ォ ・ ヴ ァ
ン ・ チ ィ ウ 翁父 は， カ オ ダ イ 信徒の それぞれす
べ て の 長兄 と み な さ れた 。 と い う の は， 翁 は カ
オ ダ イ 教や天眼侍奉 の 格式 につ い て 至尊 の 伝授
の こ と ばを得た第一の 人物だ っ たか ら であ る 。

当時， 至尊の 信徒の 数 は12人であ っ た 。 す な
わ ち ， 師 と 共に， チ ィ ウ 氏， キ ィ (ky) 氏， チ ュ
ン氏， ホ ァ イ 氏， サ イ ン (Sanh) 氏， ノミ ァ ン (Bån)
氏， サ ン 氏， グ ゥ イ (Quý) 氏， ザ ァ ン (Giång)
氏， ハ ァ ウ 氏， ド ゥ ッ グ 氏， ク ヮ 民 の 人 々 闘で
あ っ た 。 乙亥の 年正月 初一 日 (1926年 2 月 ) ， 至
尊はあ る 期間， 求 め ら れ て 降霊 し た。 そ の 際，
すべ て の 人 の 努 力 す る 心を称讃 し た後， 至尊 は
記念にー篇 の詩闘を 留め た 。

招期空度 引 懐生 (期を招き ， 中を度 し， 懐生を
行 く 。〉

本道開創貴構成 (本道関創 して ， 貴講を なす。〉
厚徳塞居天地景 (厚徳は天地の景に塞居す。〕

還明 敏到守台条 (明敏還 り 到 り て， 台条を守 ら
ん 。〉

丙寅 (1926) 年 の 8 月 22 日 ， ガ リ エ ニ 通 り
(du'Ò'ngGalliéni) 245 番地の ヴ ォ ・ ヴ ァ ン ・ ク ウ
ォ ン (Võ・vãn司Cu'ぴng， 武文綱) 氏 の 家で， 教団が組
織 さ れ る た め の 荘厳 な 式典が催 さ れた 。 カ オ ダ
イ 信徒名簿がっ く り 上げ ら れ， 全部で'145名 の 署
名 を記 し た， フ ラ ン ス 政府へ某告す る た め の正
式 な 宣言 も 起草 さ れた 。 署名 し た人数の 中 に は，
あ ら ゆ る 部門 の 公務員 がお り ， ま た商人， 工業
家， 文筆家 な ど， 各種の 人 々 が入 っ て い た。

(2) 天 封 護 法
1927年 に な っ て， チ ョ ・ ロ ン の 総督方 向 の 通

り にあ る レ ェ ・ ヴ ァ ン ・ チ ュ ン教宗 閣 下 の 家
で， あ る 夜空前絶後 の 荘厳な会合が 設 け ら れ
た 。 こ の夜， 全部で19名 の 人 々 が し 、 た 。 そ の 中
に は 師や教宗 レ ェ ・ グ ァ ン ・ チ ュ ン 閣下や カ オ
. ト ゥ オ ン ・ フ ァ ム (Cao・Thu'<?，ng-Phlì.m， 高尚品〉
氏やチ ィ ウ 翁父等 々 が い た 。

至尊が降霊 L て チ ィ ウ 翁父を追放 し た後， カ
オ ・ ト ヮ オ ン ・ フ ァ ム 氏 に乗 り 移 り 天眼 の 神 台
に歩み上 り ， 神禽に香を た い た 。 そ の 時， 師 は
ま ん 中 で は な く ， 後 ろ に立 っ て い た 。 至尊は速
やか に と り 行 う や一言 も 話 さ な か っ たが， 幽玄
で徴妙 な る 仕方 で， 師は次の こ と を感通 し諒解
し た。 す な わ ち ， 師が立 っ て い る 場所 は， 至尊
の 神 台 と 対面す る 神 台 の 上 に位置 し て い る 。 師ホ ・ フアップ
は今後， 大礼が行われ る 度毎 に護法 の場所 に歩
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み上 っ て立たねば な ら な い 。
ヒ イ エ ツ プ ・ テ イ エ ン ・ ダ イこ の こ と は， 至尊が師 に 協 天 台 を掌管

ト ウ オ シ ・ サ イ ン

す る 職を授け， そ の直接の権限の下に 上 生
ト ウ ォ ン ・ フ ア ム(Th1.1'Çl'ng-Sanh) と 上 品 (Th1.1'Çl'ng Phtì.m) が お

かれた の で、あ る 。
師 は， 教 え の 奥深 く 幽玄に し て 微妙な る 点を

掌握 し て い る 人 であ り ， 実際上 の 一生を常 々 掌
握 し ， 職位 (ch古c sãc) 諸位の天封を処理 し ， 全信
徒諸位を教 え の 下に規範か ら 離れ 出 な い よ う に

タ イ シ ・ グ イ

保護 し， 聖 位 (thánh吋〉 に入れ る よ う に信徒
諾位の 人生を支え扶け起 こ し て い る の であ る 。

1933年， 教宗 レ ギ ・ ヴ ァ ン ・ チ ュ ン 閣下が登
仙 さ れ， 1935年11月 8 8 に な っ て喪があ け た 。
陽暦 の 11 月 8 ・ 9 ・ 10 日 に タ イ ニ ン省 ト ア ・ タ
イ ン (Tòa Thánh， 聖座〈聖堂〉 加1)) に お い て ， 偉大
な る 礼典が挙行 さ れ， 各地 よ り 信徒が出席 し 数
万 と な っ た 。

Z ヲ ン ・ サ イ シ3 日 間 の 礼会 の 後， 11 ・ 12 日 に人 生 (Nh内崎
ホ イ ・ タ イ シsanh) と 聖 会 (H(>i Thánh) の すべて が集合 し

大会議が開催 さ れ， 教宗閣下が登仙 し て し ま っ
た後 の 代理人の選挙問題が解決 さ れた 。

ダ ウ ・ ス ウすべ て の 人生会 と 聖会 の 人 々 は， 頭 師 (Ðáu-
S1.1') が正位につ く 日 ま で， 教 え の 政治 的 な 統一
権 は師が執 る べ き であ る と ， 奥深い信心を完全
に提示 し よ う と す る か の よ う に こ ぞ っ て 賊声を
あ げた 。 師 は協天 台 を 掌管す る 職 に天か ら 封ぜ
ら れ， い ま ま た， 師 はすべ て の 九重台を掌管す
る 職を 加 え ， 教 え の 道に 至尊 の 子女た ち 宏導 く
た め に も 教団を保ち， ま た， 至尊の 代表で も あ
っ た 。

IV 伝道過程で の諸障碍

師 と カ オ ダ イ 教 の 各職位 は， いか な る 時 で
も ， 天 の 教 え の♀o Tr<Yi) を伝播す る た め に心を
尽 L ， 労苦を い と わず に 困 難 に立ち 向かし 、働か
ね ば な ら な し 、 。 と い う の は， み ん な が次の よ う
な 意識を 持 っ て い る か ら であ る 。 す な わ ち ， カ
オ ダ イ 教 に入信す る の が どれだ け遅れたか は，
人生の 損害がそ の 日 数分だけ増え る こ と に ほか
な ら な し 、 。 し か し ， わずか の 良か ら ざ る 人 々
は， 名 利 の 残 り かすを天 に帰せ て ばか り い て ，

生活権 に依拠 L ， 謹告を謀 っ て 秘か に教 え にあ
ホ イ ・ タ イ シ

る 人を損い， カ オ ダ イ の 聖 会が散 り 々 り に砕
け ざ る を得ぬ よ う に担造 し て 伝 え ， 師 は一時期
流亡せねば な ら な か っ た 。

フ ア ッ プ ・ テ ャ イ ン ・ チ ユ エ ン タ シ ・ " ウ ア ツ ト ダ オ ・ ギ イ ・

彼 ら は， 法 正 伝 ， 新 律 ， 道 議
デ イ ン

定 の よ う な カ オ ダ イ 教の戒律の 註 解や改 変を
ホ イ ・ タ イ ン ホ イ ・ ニ ヤ ン ・ サ イ ン ト ア ・ ザ ム

し 聖 会， 人 生 会， 監 院 (TòaGiám) ，
ク ゥ ゥ ' '7 イ エ シ ト ウ ォ ン ・ ギ イ ・ ヴ イ エ シ

九 院 (C{iu-Vi�n) や， そ の 他 の 上 議 院
、 . ギ イ ・ ヴ イ エ ン(Thザσng-Nghi-Vi�n) ， 下 議 院 (HゃNghi-Vi�n) ，

ク ウ ウ ・ ポ オ ・ ダ イ ・ ク ウ ア ン ト ア ・ ア ン

九 部 台 観 (C仇・b9 Ðài Quar仏 裁 判 所
ト ア ・ ポ オ(Tòa-Án) ， 省郷署 (Tòa-Bò) … 等 々 を み て ， カ

オ ダ イ 教 に は， 王を謀 っ て覇 を と な え よ う と す
る 陰謀があ り ， カ オ ダ イ 教 は大 き な 一国の 中 に
小 さ な 国を立て， 立憲君主制をそ の 政策路線 と
し て い る と の 謹告がな さ れた 。

タ イ シ ・ デ イ ア

庚辰 の 年(1940) 7 月 23 日 ， 特務兵が 聖 地の
周 囲 に入 り ， 文書を捜査 し ， 報恩寺 の 門 を 閉 ざ
し た 。

庚辰 の 年 (1940) 11月 8 日 ， 特務兵は 5 台 の 大
ト ア ・ タ イ シ型 自 動車 に乗 っ て， 聖 堂 (Tòa Thánh) に入 り

各職位や教友を逮捕 し， タ イ ニ ン に護送 し た 。
辛 己 の 年 (1941) 5 月 25 日 ， フ ラ ン ス 政府 は，

ト ア ・ タ イ ン

聖 堂 の 造営禁止令を 出す。
辛 己 の 年 (1941) 6 月 4 日 ， ち ょ う ど朝 8 時，

密偵が聖 堂 に入 り ， 護法を逮捕 し た 。
辛 己 の 年 (1941) 7 月 9 日 ， 郡主 と 若干の烏合

ト ア ・ タ イ シ

の 衆 と 兵士が聖 堂 の 周 囲 に入 り ， カ オ ダ イ の
各道友 (d亭o hùu) の 人頭税 の 証 明 書を捜査 し ，

ト ア ・ タ イ yタ イ ニ ン の 聖 堂 の 周 囲の住い に帰 る こ と の な
い よ う 各省 の 人 々 に禁止 し ， 各省 出 身者 はすべ
て 自 分 の 在所 に 帰 る よ う 追放令が 出 さ れた 。

ト ア ・ タ イ y

辛 己 の 年 (1941) 7 月 11 日 ， 特務兵が聖 堂 に
テ イ エ シ ・ フ オ y テユ ツ ク ・ サ ッ ク入 り ， 天 封 の 職 位 4 人を逮捕 し さ ら

ダ イ ・ テ イ エ ン ・ フ オ シに， サ イ ゴ ン にお い て は大 天 封 (Ð亭i Thiên 
Phong) が一人逮捕 さ れた。

辛 己 の 年 (1941) 8 月 7 日 ， 日 本 フ ァ シ ス ト の
ト ア ・ タ イ ン

軍隊が聖 堂安 占 領 し た 。 辛 己 の 年 (1941) 10月
ト ア ・ タ イ ン

25 日 ， 特務兵が聖 堂に入 り ， さ ら に 三 人 の
テ エ ツ ク ・ サ ッ ク

職 位 を逮捕 し た 。
壬午の 年 (1942) 3 月 7 日 ， フ ラ ン ス の 軍隊が

公立学校や書庫を突 い た 。 壬午 の 年 (1942) 3 且
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20 !3 ， フ ラ ン ス 軍 と 郡 主 は， 公立のすべ て の 事
ト ア ・ タ イ シ

務所を攻め， 聖 堂の 諸位を不意打 ち に し て 占
領 し た。

ト ア ・ タ イ シ

敵軍が聖 堂 に い た各信徒を恐れお の の かせ
て い た時， 彼 ら フ ラ ン ス 寧 は護法を， コ ン ピ ィ

テ ユ ツ タ ・エ ー ニ ュ (Compi色gne) の船で， 他 の 5 人の 職
サ ッ ク

位 と 共 に， 1941 年 7 月 27 日 ， マ ダ ガ ス カ ル
(Madagascar) へ送 っ た 。

こ の船の 中 に は， グ ヮ ユ ン ・ テ ェ ・ チ ュ エ ン
(Nguyên Th色 Truyén， 侃世伝〕 氏， グ ヮ エ ン ・ テ
ェ ・ ソ ン (Nguyên Th色 Song， 抗世隻〉 氏， グ ヮ
エ ン ・ ヴ ァ ン ・ フ ェ ン (Nguy色n-v邑n-Phièn， 院文
扇〕 氏 ら の よ う な 多 く の 革 命 家 も 乗 っ て い た 。

テ ユ ツ ク ・ サ ッ ク護法 も 他 の 職 位 各民 と 同 じ よ う に， マ ダ ガ
ス カ ル に至 る や仕事で外 出す る ほか は， 1944年
11月 24 日 ま で， 監獄の 中 に拘留 さ れた。

同盟寧が優勢 を 占 め， ド ゴ ー ル (De Gaulle) 
陣営が フ ラ ン ス を解放 し た時， 師 は初 め て 釈放
さ れ， 1946 年 10 月 1 日 に ヴ ェ ト ナ ム に帰 さ れ
た 。

こ の ため， 師 は 5 ヶ 年 2 ヶ 月 と 3 日 の 間， 各
信徒 と 離れ て ， 別 の地で過 ご さ ねば な ら な か っ
た 。

遥か彼方 の 遠 き 所 で労苦 に充 ち た 日 々 を過 ご
す う ち に， 師 は至尊の庇護を得て， 過去 の すべ
て の 災難を癒やす こ と が で、 き た 。

一度， 自 動車で幾十人 の 囚人 と い っ し ょ に師
も 運ばれた時， 河を横切 る 橋を通 っ た 。 自 動車
が ち ょ う ど橋の 高 い ヶ 所を通 る や い なや橋 は折
れ， 多 く の 人 々 も ろ と も 河 に落 ち て し ま っ た 。
そ れ で も ， 誰 も 死 に も し な ければ， 負 傷 さ え し
な か っ た 。

さ ら に ま た一度， 師 の 乗 っ て い た 囚人輸送車
が， ま さ に 山道を登 り だ し た 時， 転倒 し て 高み
か ら 落 っ こ ち た 。 さ ら に も う ち ょ っ と の と こ ろ
で， 車 と 人が ま っ た く ば ら ば ら に深い淵 に投げ
出 さ れ て し ま う と こ ろ であ っ た。 し か し ， 幸運
に も ， 深 い淵 の 河岸の方か ら 一本 の 樹 の 根が，
手 でっか ま れ と 言わ ん ばか り に ち ょ う ど手を伸
ばせば届 く 距離 に伸 び て い た 。

全 く 二度 も 事で同 じ 人聞が助か る と は， 何 と

幸運な の だ ろ う か 。 因人達は師を 指 さ し て 次 の
よ う に称 し た 。 「俺た ち ゃ 死を ま ぬがれた。 み

おいほれ
ん な こ の 老人 の おかげだ」 。 彼 ら は ま っ た く 愉
快そ う に， 耳を震わ さ ん ばか り の 大 声 で 笑 っ
た 。 そ し て こ の 時か ら ， 誰 も が 師に同情する よ
う に な っ た 。

1946年 も 未 に な っ て， 国 に も ど っ た護法 は各
宗教 の 消誠を主張す る 無神論 の 徒 に再び対応せ
ね ば な ら なか っ た 。

フ ラ ン ス 人 は， イ ギ リ ス 人の腫に接 し て サ イ
ゴ ン に突入 し， ヴ ェ ト ナ ム を再 占 領 し よ う と の
陰謀を め ぐ ら せ た 。 カ オ ダ イ 教 の 信徒 ら も 祖国
を愛す る 人 々 と 同 じ く ， 侵略箪を打つべ く 根棒
を 持 っ て 決起 し た 。 国家 抗 戦 運 動 (Phong trào 
Quòc心ia kh五時-chi色n) は高揚 し た 。 自 ら の組織
化を せ ま ら れ て い た グ ェ ト ミ ン 共 産 主 義 者 ら
は， 国家抗戦運動 の 中 に沈溺 し つつ， 国 家 の 各
党派 と 同 じ よ う に各教派を も 漸 々 に消滅さ せ よ
う と し 、 う 新た な方法を講 じ た 。 カ オ ダ イ 教の ど
れだけ多 く の 信徒が迫害 さ れ， 失院 さ せ ら れ，
血塗 ら れた ヴ ェ ト ミ ン の 手 に よ っ て殺 さ れた こ
と か 。

こ の よ う に同 じ程度 の 苦 し みを忍 び な が ら
も ， カ オ ダ イ の 各信徒 に反抗 し ， 各信徒 ら 自 身
を殺す志を持 っ た者 と ， ど う し て 団結す る こ と
が で き る であ ろ う か 。

ヴ ェ ト ミ ン は， 地方 にあ っ て カ オ ダ イ の各信
徒を脅すばか り で はな く ， 軍陵 に よ っ て聖 堂
を も 封鎖 し た 。 師 の 威徳 に よ っ て， カ オ ダ イ 軍
が成立 し ， 聖 堂を防衛 L ， 野蛮 で血に う え た独
裁寧を後退 さ せた 。 そ れ に よ っ て 安寧 し た秩序

テ ユ ツ ク ・ サ ッ ク

の 下 で各 職 位 が ひ き 続 き 教え を実践 し， 各
信徒が至尊を侍奉す る こ と がで、 き た の で、あ る 。

V 功 業

師は， 至尊 に よ っ て 最初 に選ばれた信徒の 一
人であ り ， ま た早 く か ら 天 よ り 護法 に 封 ぜ、 ら
れ， 協天 台を掌管 L， 教宗 レ ェ ・ ヴ ァ ン ・ チ ュ
ン 師 と 共 に創始期の教え を保護 し て い た 。

レ ェ ・ ヴ ァ ン ・ チ ュ ン 師が登仙 し た後， 師 は
二つ の有形 台 の 両方を掌管 し ， こ の塵世を避け
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ょ う と す る あ ら ゆ る 教え の 信徒を絶 妙 に 導 い
た 。

師 は， 極め て神秘的 な方法を 持 っ た奇想天外
な 人 間 の 一人で、あ る 。 師 の 威信 と 決心に依 っ て
カ オ ダ イ 教 は ど ん な に多 く の 困難 な 障碍 に あ お
う と も ， 停 る こ と な く 発展 し た。

師 の 偉大な功業 は次の 四つを包含 し て い る 。
1) 聖廟建立
必 至尊の訓辞の 言 に 従 っ て， 聖 会 と 人

エ ヤ シ ・ サ イ ン

生 会 を組織 し た 。
3) 教 え を 四方 に遍 く 発展 さ せた。
4)  教 え の 防衛 と 解放闘争 の た め に， 軍隊を

倉リ 出 し た 。
( 1 ) 聖朗建立事業

聖蹟は， 偉大 に し て新奇な る 性格のため， 外
国 の 観光客を も 敬服 さ せ る よ う な建築工程であ
っ た 。 名 誉教宗李太 白 は， 護法 フ ァ ム ・ コ ン ・
タ y ク を通 し て ， 神聖な廟座の建築方法につい
て と 同 じ よ う に模様につ い て も ， 詳細かつ間接
的 に教え導いた 。 こ の よ う に偉大で新奇 な建築
物を誰 も 想像 で き なか っ た であ ろ う し ， ま た極
め て 徴少 な 資材 で普天下 の 信徒 に で き ば え を 示
す こ と が実現で き る と は誰 も 想像 で き な か っ た
であ ろ う 。 一つ の 特長 は， 神聖で純潔 な紛意気
を つ く り 出すため に， 聖股建立 の 時期 にすべ て
の 工匠 と 泥工 と が， 均 し く 皆貞節を守 ら ねば な
ら な か っ た点 に あ っ た。

最初 の 基礎は， 1933年 に設置 さ れ， 1936年に
至 っ て再び起工 さ れ， 1941年 に入 っ て建築が完
成をみた。 殿宇 は い ま だ完全に装飾 さ れ る に は
至 ら ず， 護法 は 5 年以上の歳月 を 費 し ， 事業を
暫 く 停止せねば な ら な か っ た 。 1946年， 師が も
ど る や， 再び輝か し い ま で の 内装 と 修繕が継続
さ れた 。 1947年か ら 聖殿の正門が聞 かれ， 1954 
年 に はすべ て が 次 々 に完壁 に完成 さ れ， 乙未 の
年 (1955) 1 月 初め に落成 し た 。

聖殿 は長 さ 145 メ ー ト ノレ， 幅 40 メ ー ト ノレ， 協
天 台 の 鐘楼 の 方 は高 さ 36 メ ー ト ノレ， 九 重 台 の
方 は高 さ 25 メ ー ト ノレ， ノミ ッ ト ・ グ ゥ ア イ ・ 夕、、 イ
(Bát-Quá均主i ， 八卦台〉 の方 は高 さ 30二 二f. え売
り ， 西 方 に面 し て い る 。 すべ て が三 教 五 枝

(Tam Gi五o Ng古-Chi) の 象 徴 に よ っ て 作 ら れ極
め て 美術的 に な ら べ設け ら れ て い る 。

ホ イ ・ タ イ ン ホ イ ・ ニ ヤ ン ・ サ イ ツ

(2 ) 聖 会 と 人 生 会 の組織事業
至尊が発給 さ れた 「法正伝」 に従 っ て， 宮市は

ホ イ ・ ユ ヤ ン ・ サ イ Y ホ イ ・ タ イ シ

人 生 会 と 同 じ よ う に 聖 会 を組織 し たが，
世 間 の 各教 え で はい ま だ見 ら れ な い よ う な法則
の 規矩が あ る 。 こ の た め， 教え の 基礎 は堅強で，
生活 の 部分 も 美 し く 平和な紛意気の 中 で安楽 に
生活す る こ と が で き た。

教 え 下 で の 全 て の 条件は， 庫世で は相互に三
つ の 最高機関， す な わ ち ， 九重台， 協天台， 福
善機関 の どれかに属 さ ねばな ら な い と い う こ と
であ る 。

1 .  九重台 (Cií'u Trùng Ðài) 
行政権を持ち， 教宗 に よ っ て 掌管 さ れ， 天の

条款 (TI曲n Ðieu) に違犯 し な い よ う に教え の道
に各信徒を導 く 。

チ ユ ツ ク ・ サ ッ ク

九重台 の 職 位 は次の 順 序 に従 っ て い る 。
1) ザ オ ・ ト ン (Giáo Tông， 教宗) . . . . . ・ H ・ 1 位
2) チ ュ オ ン ・ フ ァ ッ フ。 (Chu'dng-Pháp， 掌法〕

… 3 位

3) ダ ウ ・ ス ゥ (Ðâu-Su'， 頭師〉 … ・ … … .
3 位

4) チ ャ イ ン ・ フ ォ イ ・ ス ゥ (Chánh-phhòi
Su'， 正配師)

. . . ・ H ・ . . . . . . ・ H ・ -
… … … …

… . .
3 位

5) フ ォ イ ・ ス ゥ (Phôi Su'二 配師) … … …33位

6) ザ オ ・ ス ゥ (Giáo Su'， 教師) … … … …72位

7) ザ オ ・ フ ゥ ウ (Giáo HÜ'u， 教友〕 ・ ・ 3000位

8) レ ェ ・ サ イ ン (Lê Sanh ， 礼生) . … ・ ・ 無 限定

9) チ ャ イ ン ・ チ ・ ス ゥ (Chánh-trj・5ず， 正治
事〕

10) フ ォ ・ チ ・ ス ゥ (Phó-trj-s1j ， 副治事) 一一
11) ト ン ・ ス ゥ (Thông・sず， 連事) … … …一一一
12) テ ィ ン ・ ド ォ (Tín Ðó， 信徒〉 … … ・ ・ 一一一
九重台 に は次の 9 院が付随 し て い る 。 ラ イ ・

ヴ ィ エ ン (L辛i・vi�n， 吏院) ， レ ェ ・ グ ィ エ ン
(Lふvi�n， 礼院) ， ホ ァ ・ ヴ ィ エ ン (Hòa-vi�n， 和
院) ， ホ ・ ヴ ィ エ ン (HQ・vi�n， 戸院) ， ノレ ゥ オ ン ・
ヴ ィ エ ン (Lぜぴng-vi�n， 絞段) ， ホ ォ ク ・ ヴ ィ エ
ン (H9c-vi�n， 学院) ， ノ ン ・ ヴ ィ エ ン (Nông-vi�n，
農院) ， コ ン ・ ヴ ィ エ ン (Công-vi�n， 工院) ， イ ・
ヴ ィ エ ン (Y-vi�n， 医院〉
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11 . 協天台 (Hi�p-Thi印刷Ðài)
護法 に よ っ て 掌管 さ れ， 教 え を 防衛す る ため

ト ウ 才 ン ・ フ ア ム ト ウ オ シ ・ サ イ シに立法権を持つ。 直属 の 上 品 と 上 生 の
各氏が い る 。 12の 調査役に就い て い る 者 の 上 に

テニエ ツ ク ・ サ ッ ク
3 位が位置す る 。 協天台 に お け る 各 職 位
は， 次 の よ う な 順 序 に従 う 。

ト ヮ オ ン ・ サ イ ン (Thu'9'ngSanh， 上生〉
パ オ ・ テ ェ (Båo Thè， 保世〉
ヒ ィ エ ン ・ テ ェ (Hièn Th色， 憲世〕
カ イ ・ テ ェ (Khai Th色， 関世〉
テ ィ エ ッ プ ・ テ ェ (Ti色p・Th島， 接世〉
ホ ・ フ ア ッ プ (H(l Pháp， 護法〉
バ オ ・ フ ア ッ プ (Båo Pháp， 保法〉
ヒ ィ エ ン ・ フ ア ッ プ (日誌n Pháp， 憲法〕
カ イ ・ フ ァ y プ (Khai Pháp， 開法)
テ ィ エ ッ プ ・ フ ア ッ プ (Ti島p Pháp， 援法〕
ト ヮ オ ・ ン フ ァ ム (Thぜ9'ng-Ph包m， 上品)

パ オ ・ ダ オ (Båo・B亭0， 保道〉
ヒ ィ エ ン ・ ダ オ (Hièn Ð平0， 憲道〉
カ イ ・ ダ オ (Khai Ð亭0， 開道〉
テ ィ エ ッ プ ・ ダ p十 (Ti色p Ð♀0， 接道〉

チユ ツ ク ・ サッ ク
協天台 の 各 職 位 の 種類 は次の 如 く で あ

る 。
1) テ ィ エ ッ プ ・ ザ ン ・ ダ オ ・ ニ ョ ン (Ti色p-

Dãn Ð♀0・Nhぴn， 援引道人〉
2) チ ュ オ ン ・ ア ン (Chu'Ü'ng Àn， 掌印〕
3) カ イ ・ チ ャ ン (Cåi Tr亭ng， 改状)
4) ザ ム ・ ダ オ (Giám-Ð亭0， 監道〕
5) ト ゥ ア ・ ス ゥ (Thなa S丸 承使〉
6) チ ュ エ ン ・ チ ャ ン (Truyén-Tr平ng， 伝状)
7) ス ィ ・ タ イ (Sy Tåi ， 土載)
8) ル ァ ッ ト ・ ス ゥ (Lu�t Sザ， 律事〕

111 . 福普機関 (Cぴ-Quan Phu'Ó'c-Thi�n) 
老翁 ・ 老婆 ・ 孤児 ・ 寡母 ・ 残疾者を， 教 え の

外にい る 者 も 教え の 内 に い る 者 と 同 じ よ う に世
話を し ， 料理をつ く る こ と を任務 と す る 。 物質
に関 し て 同様， 精神 に関 し て も ， 完全入道の た

チュ ツ タ ・ サ ッ ク
め に 出家を願い 出 た 職 位 の 家庭;を 扶 助 す
る 。 チュ ツ ク ・ サ ッ ク

福善機関 の 各 職 位 に は次 の も の が含 ま れ
る 。

1) フ ァ ッ ト ・ ト ゥ (Ph�t-T丸 仏子〕
2) テ ィ エ ン ・ ト ゥ (Tiên-T丸 仙子〉
3) タ イ ン ・ ニ ョ ン (Thánh-Nhぴn， 聖人〕
4) ヒ ィ エ ン ・ ニ ョ ン (Hién-Nhぴn， 賢人〕
5) チ ョ ン ・ ニ ョ ン (Chぴn-Nhぴn， 真人〉
6) ダ、 オ ・ ニ ョ ン (Ð辛口 Nhぴn， 道人〉
7) チ ・ テ ィ エ ン (Chí Thi�n， 至善)
8) ザ オ ・ テ ィ エ ン (Giáo-Thi�n， 教善)
9) ハ イ ン ・ テ ィ エ ン (Hành-Thi�n， 行善〕

10) テ ィ ン ・ テ ィ エ ン (Thính-Thi�n， 聴善〉
11) タ ン ・ ザ ン (Tan Dân， 新民〕
12) ミ ン ・ ド ヮ ッ グ (Minh-Ðúc， 明徳〕

(3) 教 え の 四方各処への 発展
フ ラ ン ス 植民地主義者， 日 本 フ ァ シ ス ト ， ヴ

ェ ト ミ ン共産主義者 ら に よ っ て， カ オ ダ イ 教 は
何度 と な く 破壊 さ れ迫害 さ れて き たが， 護法 の
英 明 な 決断 と 智恵 に よ っ て導かれ， 日 々 拡充 し
て き た 。

1926年 に は， わずか に数十人の信徒が い る に
す ぎ なか っ た 。 し か し ， 現在の信徒数 はこ百万
人近 く に な り ， カ オ ダ イ 教 は南部 ヴ ェ ト ナ ム の
地 に膨張 し ただ け で は な く ， 教え は中部 ヴ ェ ト
ナ ム ， 北部 ヴ ェ ト ナ ム に広が り ， さ ら に カ ン ボ
ジ ア ， ラ オ ス に ま で及ん でい る 。 少 な か ら ざ る
世道が重畳た る 大海を も 克服 し， ヨ ー ロ ッ パ や
ア メ リ カ に ま で至 っ て い る 。

カ オ ダ イ 教 は， 多 く の神学 と 宗教 に 関す る 国
際会議 に代表を送 っ て い る 。 そ れ は ガ ブ リ エ ル
. ゴ ブ ロ ン (Gabriel Gobron) 氏であ る 倒 。 氏 は，

バ ル セ ロ ナ (Barcelon巴〉 におけ る 神学 に関す る 国
際会議 (1934) に， カ オ ダ イ 教の 第一回 目 の 代表
であ っ た。 第二回 目 は ロ ン ド ン (Luân-dôn) にお
け る 宗教 に関す る 国際会議 (1936年〕 に お い て 。
第三回 目 は グ ラ ス ゴ ウ (Glasgow) におけ る 神学
に関す る 国際会議 (1933年〕 に お い て 。 第四 回 目
はパ リ (Ba-L邑〉 におけ る 宗教 に関す る 国際会議
(1933年〉 に お い て であ っ た 。 ヨ ー ロ ッ パ の新聞
の ー頁 に， カ オ ダ イ 教 に つ い て 次 の よ う に書か
れ た 。 「 カ オ ダ イ 教 は宗教に関す る 国 際 会 議の
中 で重大 な責任を持つ こ と に な ろ う 。 と い う の
は， 世間を再び平穏 で太平 な も の と す る た め
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に， 各宗教を合一 し よ う と し 、 う 理想を カ オ ダ イ
教が持 っ て い る 点 に， すべ て の 人 々 がみ な注意
し て い る た め です。 こ の理想は， 我 々 が追 随す
べ き 目 的 で も あ る の です。」

(4) カ オ ダ イ 軍 (Quân Ð(li Cao Ðài) 組織
カ オ ダ イ 各信徒 は， 教 え に従 っ て， 世間の 人

と し て の本分を忘れ な い で、 い る 。
外 国 の 侵略箪 に よ っ て採摘 さ れ， さ ら に は共

産主義者 の 陰謀 に よ っ て 独裁の 災厄が降 り かか
っ て き て， 国が乱れた時期 に 当 っ て， カ オ ダ イ
の 各信徒 は， 教 え の擁護の た め と 同時に救 国 の
た め の 闘 争 に起 ち 上 っ た。

護法の 領導の 下， 系統的 で， 条理を持 っ た組
織で あ る 軍隊が創 出 さ れた 。 そ し て何 に も 委 し
て， こ の 寧 の 教 え は， 民族国家の た め に 自 ら 願
い 出 て 服務す る よ う な 教 え と ， 自 ら 願い 出 て 服
務す る よ う な愛 国的精神 と が一対を な し て ， 強
大な教え の 精神 と な っ て いた 。

こ の ため に， こ の軍 隊 は民心を得， ど こ に行
っ て も 慕われ感謝 さ れ， 歓呼 に よ っ て鼓舞 さ れ
た 。

10年 に満た ざ る 歳月 の 中 で， カ オ ダ イ 寧は若
干 の 大隊か ら 三 ・ 四十の 小 隊 に ま で発展 し， グ
ヮ エ ン ・ タ イ ン ・ フ ォ ン (Nguyên Thành Phu'・

ぴng， 院誠芳) 中 将 の 総 司 令権 の 下に， 兵数三万
人た ら ず で設け ら れた 。 こ の カ オ ダ イ 寧 は， 現
在共産主義者を磁波 し ， 外 国 の 侵略軍 に抗す る
闘争事業 の 中 で， 小 さ か ら ざ る 勢力 であ っ た 。

VI. 各信徒の ま た ヴ ェ ト ナ ム人民 の

瞳仰 の心

護法 フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ ク の 功業 は， 協天台
と 九重台 のすべて を掌管 し， カ オ ダ イ 三期普度
(Cao Ðài Tam Ky Phõ Ð(l) の 教 え の 政治的統一
権を執 っ た こ と が実 は偉大な こ と であ っ た 。 我
々 信徒 だ け が 師 に信頼を依せ て い る ばか り では
な く ， ヴ ェ ト ナ ム 民族の 全 て が師を敬服 し て い
た 。 さ ら に ま た全世界 ま で も が タ イ ニ ン の 聖地
に 向 っ て 謄仰 し て い た 。

大道三期普度 (Ð亭i Ð辛口 Tam KyPhÕ Ð(l) は師
の 統一権の 下 に置かれ， 師の神聖な影響 は極め

て 広 く 大 き く ， 日 毎 に拡充 し て い っ た 。 大道三
期普度 は， 東洋の あ ら ゆ る 辺境を克服 し ヨ ー
ロ ッ パ の み な ら ず 南ア メ リ カ や北 ア メ リ カ にお
い て も 拡が っ た 。

今 日 ， 園 内 に あ っ て は骨肉あ い食み， 世界 は
堕落 し て混乱 し て い る 。 グ ェ ト ナ ム に於 い て と
同 様 に世界 にお い て ， 全 て の 信徒がみな至尊の
命令に従 っ て救世主が出現 し ， 民族を光栄あ る
駅 に導 き ， 人類を穏やかな河岸 に導 き ， 真 ・ 善
・ 美を 目 ざ し て 各 々 が本分を尽す よ う に教え導
く こ と を， 師 に仰望 し て い る 。

VII. 教え の道 に つ い て の 護法 フ ァ ム ・

コ ン ・ タ ッ ク の小史

フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ ク の立道 に 当 つ て の功業
の 概要 は既に叙述 し た 。 す な わ ち， カ オ ・ ク ワ
イ ン ・ ク ゥ と カ オ ・ ホ ァ イ ・ サ ン の 両民 と 共 に
護 法 は， 乙丑 の 年 (1925) か ら ， 葉状の 物が少 し
の 問教 え を創始す る 道案内を手つだ い に至 り ，
霊的な脚の 付い た盤を旋転 し は じ め た倒。

1927年， 護法 フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ グ は至尊の
霊を奉 じ て キ ム ・ ピ ィ エ ン (Kim Biên) (ナ ム ・
ヴ ァ ン) (Nam Vang) )聞 に行 き 教 え を 聞 い た。
当 時 こ の 地 に は カ オ ダ イ 教を知 る 者 は誰一人 と
し て い な か っ た。

キ ム ・ ピ ィ エ ン にいた時， 護法 は， 後 に協天
台 の テ ィ エ ッ プ ・ ダ オ (Tiきp Ð亭0， 援道) 1';こ封ぜ
ら れ た カ オ ・ ド ゥ ク ・ チ ョ ン (Cao Ðúc TrQng， 
高徳仲〉 氏 の 家 に暫 く の 間住 ん だ 。

正 に師 と カ オ ・ ド ゥ グ ・ チ ョ ン氏 の 手 に よ っ
て 幽玄 に し て奥妙な機筆を用 い て町 チ ャ ン ・ ク
ヮ ア ン ・ ヴ ィ ン (Trân-quangベTinh， 際光栄〉 民や
フ ゥ イ ン ・ ヴ ァ ン ・ ト ヮ イ (Hu主nh v邑n Tuy， 貴
文綬〉 氏 等 々 の よ う な 人ばか り で は な く ， キ ム ・
ピ ィ エ ン升|域 に い る 公務員や様 々 な年令 ・ 名 前
の 人物を抄録 し て あ ま ね く 得度 さ せ た 。 こ のニ

フ ア イ ・ ト ウ オ シ フ オ イ ・ ス ウ

人 は現在 尚 派 の 配 師 の職を保 っ て い る 。
護法 は上述 し た よ う に積極的 に通霊 し ， 言 う ま
で も な く 機会があれば ど の霊 と も み な 良い 結果
を得 て い た と 解 さ れて い た。 カ ン ボ ジ ア の全領
土 に教 え を伝え広め る た め に， 外交聖会が組織
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ホ イ ・ タ イ シ

さ れた 。 当 時 の 聖 会 の 正式 な 統計 に よ る と ，
1951年 に至 っ て ， 信徒数 は73， 164人に増加 L て
L 、 る 。

丙寅 の 年 (1929) か ら 禁固 の 年 (1933) ま で，
護法 は レ ェ ・ ヴ ァ ン ・ チ ュ ン教宗 と 協力 し， 教
団を創設 し た 。 し か し 京 L き か な教宗 は こ の 年
(1933) に入 っ て 登仙 し て し ま っ た 。 1935年11月
11 ・ 12 日 に， 教宗代替選問題を解決す る た め に
ホ イ ・ タ イ ン エ ヨ y ・ ザ イ ン

聖 会 と 人 生 の すべ て を 含め た第一回 目 の 大
会が聞かれた 。

ダ ウ ・ ス ウ タ・ ウ ・ ス ウ

当時頭師が欠 け て い たた め に， 正式な 頭師が
選ばれ る 日 ま で， 二つの有形台を掌管 し 教 え の

ホ イ ・ ニ ヨ :.- . サ イ ツ ホ イ ・

政治的統一権を執 る た め に， 人 生 会 と 聖
タ イ シ

会 は こ ぞ っ て護法 に完全な信任 の 意 を提 示 し
た 。

チ ュ ツ ク ・ サ ッ ク

い かな る 時で も カ オ ダ イ 教の 各 職 位 は義
侠の 人 と 共 同 し て ， 内部か ら の ， あ る い は外部
か ら の い か な る 障碍 にあ お う と も ， ひたす ら 天
の教え を伝え る よ う 心を尽 し て 困難にた え た 。
若干 の 良か ら ぬ者が権勢 に依 っ て ， 暗に教徒を
損な う た め に陰謀を 図 り 謹告 し ， う わ さ を担造
し た た め カ オ ダ イ 聖 会 は無力 と な り ， 護 法 は
あ る 期間追放 さ れね ば な ら な く な っ た 。

当 時 〔 フ ラ ン ス に属 して いた〉 政府当 局 は， カ オ
ダ イ 教 は位を奪い覇を定め大 き な 国 の 中 に小 さ
な 国 を立て， I立憲君主」 制 の 政策路線を取 ろ
う と の 陰謀を 持 っ て い る ， と 謹告 し た 。

庚辰の 年 (1940) 7 月 23 日 ， 特務兵が聖地周 囲
に入 り ， 文書を捜査 し 報 恩 寺の 門 を 閉 鎖 し
た 。

同年 (1940) 11月 8 日 ， フ ラ ン ス の密偵が五台
ト ア ・ タ イ シ チ ユ ツ ク ・ サ ッ クの 大型車で聖 堂 に入 り ， 職 位 と 教友五人

を逮捕 し ， タ イ ニ ン に護送 し た 。
辛 己 の 年 (1941) 5 月 25 日 ， フ ラ ン ス 政 権 は

聖 堂 の 工 人 に よ る 造営 の 禁止令を 発 し た 。
同 年 (1941) 6 月 4 日 朝 8 時 ち ょ う ど， フ ラ ン

ト ア ・ タ イ シ

ス の 密債が聖 堂 に入 り 護法を捕え た 。
同 年 同 月 9 目 。 郡主 と 若干 の 烏合 の 衆 と 兵士

が聖 堂 の 周 囲 に入 り ， カ オ ダ イ 各教友 の 人頭
税 の 証 明 書 を 捜査 し ， 省 出 身者 は一切在所 に戻
ら ね ば な ら ず今後 さ ら に聖 堂周 囲の 中 に住む

こ と が で き な い 旨 の 追放令が 出 さ れた。
ヒ イ エ " プ ・ テ イ エ シ ・ ダ ン テ ユ ツ ク ・ サ ッ ク同 年 7 月 11 日 ， 協 天 台 の二人 職 位，

カ イ ・ フ ア ッ プす なわ ち開 法 チ ャ ン ・ ズ ィ ・ ギ ィ ア (Trán
ス イ ・ タ イ

Duy Nghia， 陳維義〉 と 土才 ド ォ ・ ダ、 ン ・ ヒ ィ エ
ク ウ ウ ・ チ ユ ン ・ ダ イン 〔前 面ng， Hiên， 杜登顕〉 と ， 九 重 台 の 三

テ ュ ツ ・ サ ッ ク フ オ イ ・ ス ウ

人の 職 位 であ る 配 師 ゴ ッ グ ・ チ ョ ン ・ タ
ザ オ ・ ス ウイ ン (NgQc TrQng Thanh， 玉童青〉 と 教 師 タ イ ・

フ ァ ン ・ タ イ ン (Thái-Phàn Thanh， 菜奮清) ， タ
ィ ・ jf ム ・ タ イ ン (Thái-Gàm司Thanh， 奈吟j育〉 ヵ:
み ん な フ ラ ン ス の 密偵 に捕え ら れ た 。

同 月 27 日 ， フ ラ ン ス 政権 は， コ ン ピ ィ エ ー ニ
チ コ ッ ク ・ サ ッ クュ の船で， 護法 と 上述 し た 人の 職 位 を (ア

フ リ カ 〕 マ ダ ガス カ ルへ 送 っ た 。 護 法 と 5 人 の
チ ユ ツ ク ・ ザ ツ タ

職 イ立 は， 仕事で外 出す る こ と の で き る ほ か
は， 1944年11月 24 日 ま で こ の 地 の 監獄にみ な拘
留 さ れた 。

1946年に な る と ， 同盟主再 は優勢 と な り ド ゴ ー
ル 陣営が フ ラ ン ス を解放 し た 。 護 法 は 釈放 さ
れ， 1946年10月 1 日 に ヴ ェ ト ナ ム に戻 っ た。 計
算す る と ， 5 年 2 ヶ 月 と 3 日 間の 長 き に渡 り 逢

チ ニエ ツ ク ・ サ ッ クか遠い 所 に い た こ と が分 る 。 5 人の 職 位 も
ス イ ・ タ イ師 と 共 に流 さ れた が， 土才 ド ォ ・ グ ゥ ア ン ・ ヒ

ザ オ ・ ス ウ

ィ エ ン と 教師 タ イ ・ ガ ム ・ タ イ ン の 二人 は彼の
地で逝去 し 他 の 三人 は後 に戻 る こ と が で き た 。

1946年 に， 師 は カ オ ダ イ 軍を創設せね ば な ら
な い 時局 と 情況 に置かれた。 そ れ は， フ ラ ン ス
と ヴ ェ ト ミ ン の迫害か ら の 自 衛の た め の も の で
あ っ た 。

聖蹟建立事業 は， 他 の 国 々 の観光客を敬服 さ
せず に は お か な い偉大で新奇な建築工程であ っ
た 。

かか る 崇高 な事業はひ と え に 師 の 建設 に 当 つ
て の 手腕 と 諸 々 の 教友の功労に依 っ て お り ， 特
に建造期中 の 各泥工 の 功 労 は， 神聖で清潔な 紛
意気を醸 し 出すた め に皆が貞節を守 っ た こ と に
あ る 。

最初 の 基礎 は1933年か ら 始 ま り ， 1936年 ま で
に新た に建築が起工 さ れた 。 1941年 に至 っ て よ
う や く 完成 し たが， い ま だ 内装 に ま で は及ばず
に い た 時， 護法が上述 し た よ う に流刑 さ れて し
ま っ た 。
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帰 国 し て後， 聖殿建造を継続 し， 1947年 に は
輝け る 内装がで き ， 聖肢の 門が聞 け ら れ， 1954 
年 ま でかか っ て 全 て が完成 し ， 乙未の年 (1955)
正 月 初め に落成 し た 。

ホ イ ・ グ イ シ ホ イ ・ ニ ヨ ン ・ サ イ シ

聖 会 と 人 生 会 は， 師 に よ っ て 法正伝 に
従 っ て創 ら れた組織で、あ り ， 規矩法則 に満 ち て
い る 。

カ オ ダ イ 教 は フ ラ ン ス 植民地主義者 の度重な
る 迫害 と 破壊を被 り な が ら も ， 護法の英 明 な 智
と 決心 に依 っ て， あ い変 る こ と な く 発展 し続け
た 。

1926年， 入信 し た善 き 信者 は， わずか数十人
にす ぎ なか っ た。 し か し な が ら ， 現在の信徒数
は大約 250 万人近 く に達 し て い る ω。

カ オ ダ イ 教 はた だ 単 に ヴ ェ ト ナ ム 南部の 地 で
膨張 し た の み な ら ず， さ ら に， 中 ・ 北部 ヴ ェ ト
ナ ム に拡が り ， カ ン ボ ジ ア ・ ラ オ ス に及び， ヨ
ー ロ ッ パ や ア メ リ カ に ま で達 し て い る 。

カ オ ダ イ 教 は国際宗教会議 に も 代表を送 っ て
い る 。 そ れ は ガ ブ リ エ ル ゴ プ ロ ン で， バ ル セ ロ
ナ に お け る 神学 に関す る 国際会議 (1934) が最初
の カ オ ダ イ 教 の 代表 で あ り ， 1936年の ロ ン ド ン
に お け る 宗教 に 関 す る 国際会議 に 出 席 し た の が
第 2 回 目 。 グ ラ ス ゴ ー に お け る 神学に関す る 国
際会議 (1938) に 出 席 し た の が第 3 回 目 ， そ し て
パ リ に お け る 宗教 に関す る 国際会議 (1939) に 出
席 し た の が 第 四 回 目 であ っ た。

ヨ ー ロ ッ パ の 新 聞 は カ オ ダ イ 教 につ い て 次 の
よ う に記 し て い る 。 「 カ オ ダ イ 教 は諸 々 の 宗 教
に関す る 国際会議 の 中 で偉大な 重責を負 う こ と
に な ろ う 。 こ の 世が全 く 穏 か で太平であ る ため
に は， 各 宗教を一つ に合せ る べ き と の理想を持
っ て い る 点 で カ オ ダ、 イ 教 に， すべ て の 人 々 は注
目 し て い る の であ る 。 こ の こ と は， 我 々 が追求
せねば な ら な い普遍的 な 目 的 で も あ る 。 」

(1) 護 法 の 流亡の 歩み
先 に我 々 は教え の 道 に関す る 功業の概要を述

べ た 。 かか る 功業 は誰 も 否認す る こ と は で き な
い 。 多 く の 人 は理解 し ， 他 の 人 は さ ら に感嘆す
る 。

し か し ， 嘆かわ し き か な 。 我 々 が 目 撃 し た経

験 は， 時 と し て道理 に逆 ら っ て い る こ と が多 々
あ る 。 偉人 と 称 さ れ る 人 は生 き て い る う ち に宏
大 な 事業を成す こ と は少な いが， 結局 は後代に
継承 さ れて 留め ら れ る だけ な の であ る 。 成功 し
て す ぐ、 に享受で き る こ と は ま ず な い 。 こ の こ と
は通例 の よ う にす ら な っ て い る 。

乙未 の 年 (1955) 正月 初め に聖股落成式典が挙
行 さ れた ， ま たそ の 年の う ち に， ま さ に護法の 手
に よ っ て成立 し ， 総司令 グ ヮ エ ン ・ タ イ ン ・ フ
ゥ オ ン (Nguyên thành Phliぴng， 既成芳〕 将軍 に よ
っ て 領導 さ れて い た カ オ ダ イ 軍が， タ イ ン ・ チ
ュ ン (Thanh TrÙ'ng， 清懲〉 委員会を設 け多 く の
教友を捕え て拘禁す る よ う 命令を下 し た 。 こ の
教友の 中 に は， 護法の二人 の娘 も 含 ま れ て い
た 。 教 え の 下にあ っ た別の何人か の 少女達 も 数
ヶ 月 間拘 留 さ れ， 護法 ら は奥ゆか し さ に欠け る
と い っ た多 く の供述をする よ う 強制 さ れた 。 ま
た 師 も 護法堂 (H<) Phap Ðぜかng) に軟 禁 さ れ，
周 囲 に は武装軍がお り ， 守衛の 出入 り す ら 認め
ら れ な か っ た。 こ の よ う な恥辱を前 に し て， 護
法は小状況 に眉 を ひ そ め な が ら も 何 ら 動揺す る
こ と な く ， じ っ と 耐え て い た 。

乙未 の 年 (1955) 8 月 20 日 か ら 丙 申 の 年 (1956)
正 月 5 日 ま で軟禁 さ れ， 同 門 の 徒が相 L 、食む状
況 を 愁 い恥 じ て ， 護法 はそ の 日 の 深夜 3 時 に隈
を 閉 じ て ， た だ ま っ す ぐ に カ ン ボ ジ ア の 首都め
ざ し て 出 て 行 く こ と に決めた。 我 々 は 当 時多か
っ た 流 亡 客 に ま じ っ て キ ム ・ ピ ィ エ ン に宿を
と っ た。 師 は こ の 都市 に フ ァ ッ ト ・ マ ウ (Ph?t
Mâu， 仏母〉 を杷 る 般を さ ら に建造す る こ と がで
き た 。 ま た 師 は度 々 シ ア ヌ ー ク 太子か ら 上客 と
し て 優待 さ れ， 尊師の よ う に敬 ま われた。

更 に嘆かわ し い事は， 偉人の 一人 で あ り カ オ
ダ イ 教 の棟梁 であ っ た人物が， 余 り に も 早 く 至
尊 に迎 え ら れ て し ま っ た と い う こ と であ る 。 己
亥の 年 (1959) 4 月 10 臼 ， 護法 は一時病 に臥せ っ
た 。 そ の 後仙人を追 っ て し 、かれた 。 師の 遺骸 は，

デ ン ・ フ ア ツ ト ・

現在蓮 台 の 中 で キ ム ・ ピ ィ エ ン に あ る 仏 母
マ ウ

殿 に安 置 さ れて し 、 る 。
護法 フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ ク は庚寅 の 年 (1890)

5 月 5 日 に生 ま れ， 師が登仙 し た 日 ま でを数え
- 106 一 (67)



護法 フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ ク 小史試訳

る と ， 師 は享年70歳であ っ た 。
登仙す る 前の 己亥の年 (1959) 5 月 7 日 と 14 日

に， 師 は シ ア ヌ ー グ 太子 に仏文で親書を送 り ，
「貴国の 地で 師 の 本遣を慕告 さ せ て い た だ き た
い， と い う の は以前か ら そ ろ そ ろ 塵俗で の 肉 体
か ら 脱げ 出 し， 神聖な る 位に も ど ら ねば な ら な
い 時が来た の を 知 っ て い る か ら であ る 」 と 記 し
て いた 。

付 寸HU---HH

 
こ の 護法 フ ァ ム ・ コ ン ・ タ ッ ク 小史は， そ の

内容か ら 1960年以後， おそ ら く 60年代初期 に記
さ れた も の と 想われ る 。 筆者 の 不明か ら 十分 に
意を伝え え ぬ 箇所 も 多 い と 思 う 。 詩の部分につ
い て は畏友川 口 健一兄 の 指導を得た。 記 し て謝
意を表 し た い 。

1931  
9 . カ オ ダ、 イ 教徒に よ る 注解 ・ 解説等 は 幾 つ か あ

る 。 一例を揚げ る 。
Ti色p Pháp Tru'ぴng-vãn-Tràng : G1ÁO・LÝ

1970. TÂY N1NH 
10. R. B .  Smith : op . cit， pp. 347-9.  
1 1. 本稿では Ðq.i Ð号o Tam Ky Phð Ð<) 派の聖

典を以 っ て 同教の聖典 と し て い る 。 ただ し， 筆者
が 同派を正統 と 認めたために同派の聖典を以 っ て
「 カ オ ダ イ 教聖典」 と したの で、はない こ と を 付 言
し て お く 。 他の カ オ ダ イ 諸派に聖 典 と 称 さ れ る も
のがほ と ん どな い と い う 史料上の制約に よ る 。 チ
ュ ウ ・ ミ ン派には次の聖典 と 言え な く も な い も の
があ る 。 CAO ÐÀ1 Ð41 Ð40 PHÁ1 PH1ÈU 
M1NH ; Ð41 THÙ' A CHON G1ÁO， 1950  
Saigon. 

12. 李教宗 と は李太 白 を 指 す。 カ オ ダ イ 教では名誉
教宗 と さ れ て い る 。

註 1 3 . ヴ ェ ト ナ ム 語の Nhân ( も し く は Nhぴn) は人
1 . Lich-su Quan Ph也 Ngô・vãn-Chiêu (1878一 仁 と L 寸 漢字に対応す る 。 本 稿では先 学 に 習 い

1932) 1956 Saigon に啓示の 内容 ・ 情況等が詳 し 「人」 の字義を取 っ た が， 孔子の 教えを 考え る 時
い 。 I仁」の字義 も 可 と 思 う 。

2. 初期の概説につ い て は， Contribution A L'Hi・ 14 .  カ オ ダイ 教の 協天台は教団の立法機関 と し て の
stoir巴 Des Mouvements Politiques D e  L'1ndo- 性格を持つ。
chine Française， Documents Vol . No . VII， LE 1 5 . カ オ 夕、 イ 教の九重台は教団の 行政機関 と し て の
CAODA1SME (1926-1934) が詳 しい。 歴史に 性格を持つ。
つ い て は， ÐÔNG-TÂN， LICH sD' CAO・Bλ1， 16 .  二つの有形台 と は， 協天台 と 九重台の二つ の 機
Ð41-Ð40 TAM-KÝ PHÒ-ÐQ 1926ー1937 関を意味す る 。
Quyさn Hai， 1972 Saigon が詳 しい。 17. カ オ ダ イ 教の 年 間 祭 礼 の一つに数え られて い

3. Danny J .  Whitfield : Historical and Cultural る 。 Victor L .  Oliv巴r : op. cit. p. 14 .  
Dictionary of Vietnam， 1 976 p.  34 .  18. 宗f票 守屋美都雄訳注， 布 目 潮風他補訂 「芳:u楚

4. Nguyen van Canh : Vietnam Under Com- 歳時記」 平凡社1978， pp . 149-158参照 。
munism， 1975-1982， California. p. 164 .  19 .  日 本等に 出洋 し革 命に必要な武器や知識を求め

5. Werner Jayne Susan : The Cao Ðai : The た ヴ ェ ト ナ ム 人の 抗仏運動であ る ド ン ・ ズ ゥ 運動
Politics of A Vietnamese Syncretic Religious の一時期一形態 と して理解で き る 。
Movement . 1976 Cornell University Ph. D . ， 20 .  ウ ィ ジ ャ ヤ板を使 っ た降霊術。

6. Victor L. Oliver : Cao pai Spiritism， a 2 1 .  Conseil Colonial d巴 Cochinchine や Conseil
study of Religion in Vietnames巴 Society， 1976 Sup品rieur de 1 ' 1ndochine の こ と 。
Leiden. 22. I当時の至尊の信徒の数は12J 人 と しなが ら 13人

7. R. B. Smith : An Introduction to  Caodaism の 名前が揚 っ て い る 。 本稿では原文 の ま ま と し
1 ，  1 1 . ， Bulletin of the School of Oriental and た。
African Studies， University of London， Vol . 23 .  詩の 中 に 13人の 名が盛 り 込 ま れ て い る 。 下線を
XXXIII Part 2， 3 1 970 .  付 した。 た だ し， 音が 同 じで も 声調は 違 っ て い

8. 大岩誠 「高蓋教J Ir新亜細亜jJ 3-3�5 東京 る 。
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24. 200 エ ー カ ー に及ぶ 聖 地 を含め ト ア ・ タ ィ ン と

ト ァ ・ タ イ シい う 。 本稿では聖 堂 と 訳 した 。25 .  ガ プ リ エ ル ・ ガ ブ ロ ン に は カ オ ダ イ 教に つ い て次の代表的著作 が あ る 。 Gabriel Gobron :  HI­STORY AND PHILOSOPHY OF CAODAI­
SM， Saigon， 1950 同 書は フ ラ ン ス 語で、書かれた
も の の 英訳書であ る 。 仏文の 原文に つ い て 著者未見。26. ウ ィ ジ ャ ヤ 降霊術に使用 す る 器具が 文字盤の上を三つ の 足の ついた ハ ー ト 型の葉状であ る ため，

こ の よ う な記述 と な っ た と 息われ る 。27. カ ン ボ ジ ア 北東部に位置す る 。 Ðào duy Anh : Ðàt Nu'Ó'c Vi�t Nam Qua Các ÐÒ'i， Nghiên 
CÚ'u Ðia Lý Hçc Lich-Su Vi�t Nam， Ðông 
Nam A， Hà NQi ， 1 965 . pp. 1 60 ， 183 ，  185 ，  200 
を参照。28.  降霊術に よ っ て得た お筆先の意。29 .  カ オ ダ、 イ 教団の公称であ り ， 1960 年代に は 200万�250万 と さ れ， 1 970年代の解放前に は公称250
万�300万 と さ れた 。
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